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調査次数 調査地区 面積 調査期間 調  査  地 所有者等 担当者 概報頁

藤原宮
69-12

6A」 L―
E・ F 729r苫

92 12 3
-93 421

橿原市四分町・縄手町
(右京五・六条三坊)

奈良県、
道路建設

大脇 潔 75-79

69-13
6AMH一
」・ Q 850てゞ

92 12  8

-93 3 15

明日香村雷字稲葉縄手・

竹ノ花

(左京十一条三坊)

奈良県、
道路建設

(雷丘北方
第 3次)

岩永省三 39-50

69-14
6A」 D―
H 35rf

93  225
～ 32

橿原市木之本町89-1
(左京六条三坊)

飯田寿美、
住宅建設

大脇 潔

6AWG―
H・ P

2,368rf
93 12 1

-94  324
橿原市木之本町54-2他
(左京七条―・二坊)

橿原市、
道路建設

島田敏男 未収録

71-1 6A」 L―
B・ C・ D 895r苫

93 5 6
- 723

橿原市四分町・縄手町
(右京五条三坊)

奈良県、
道路建設

深澤芳樹 80-82

71-3 6AJE―
H

２
ｍ

93 426
～ 428

橿原市醍醐町238-2
(右京二条一坊)

森田昭弘、
駐車場建設

黒崎 直

71-5 6BNG―
H 22rf

93 622
- 624

橿原市南浦町
38・ 40。 41 ・ 100

(左京八条四坊)

森本伊左夫
倉庫新築

伊藤 武

71-6 6A」 B―
A 100rf

93 8 2
～ 89

橿原市膳夫町196-1
(左京四条四坊)

岩本久一、
住宅建設

岩永省三

71-8 6AMH―
」

15∬
93 1021

-1022
明日香村雷235-1
(左京十一条三坊)

小山良太郎
住宅建設
(雷丘北方)

岩永省三 39-50

71-9 6AMH―
E・ F・ N 370rf

93 11 12

-94  1 17
明日香村雷字東浦
(左京十二条三坊)

奈良県、
道路拡幅

(雷丘東方)

大脇 潔 51-65

71-10
6AMH―
C・ DoE・
」・ K

465rr
93 11 30

-12_27

明日香村雷字ハ リマダ・

東浦 。狐塚

(左京十一 。十二条三坊)

奈良県、
道路拡幅
(雷丘東方)

西口壽生 66-72

71--13
6AMH―
」

434rf
94  1 10

～ 47
明日香村雷字稲葉縄手
(左京十一条三坊)

奈良県、
道路建設

(雷丘北方
第 4次)

西日壽生 未収録

71-14
6AMH―
E・ F 180ピ

94  1 24

～ 228

明日香村雷字山ノ北 。東
浦

(左京十二条三坊)

奈良県、
道路建設
(雷丘東方)

西口壽生 51-65

本薬師寺
1992-1次

６

Ｄ

BMY―
450=ド

93 2 15
- 4 15

橿原市城殿町282・ 283

(右京八条三坊)

西田佐芋、
計画調査

本中 真 83-97

本薬師寺
1993-1次

6BMY―
D 200rご

93 4 19
ハV 4_21

橿原市城殿町

(右京八条三坊)

城殿町共有
地、水路改

修

黒崎 直 83-97

本薬師寺
1993-2次

6BMY―
C・ 」
6AWJ―
M

82r苫
93 9 2

～ 911
橿原市城殿町
(右京八条三坊)

橿原市、
下水道埋訳
立会

真

浩

中

谷

本

花

本薬師寺
1993-3次

5BMY―
D 307rr

94  2 10

～ 415
橿原市城殿町282・ 283

(右京八条三坊)

西田佐芋、
計画調査

花谷 浩 未収録

Tab 5 藤原京の調査一覧
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左京十一条三坊 (雷丘北方遺跡)の調査 (第69-13・ 第71-8次 )

(1992年 12月 ～1998年 3月 、 10月 )

雷丘北方遺跡は雷丘の北北西200m、 ギな ン山の南西80mほ どの位置にあた

り、北から小山、ギオ山、ギオン山、雷丘 と続 く低い丘陵の西に広がる緩やか

な斜面上の水田で、西方約100mを飛鳥川が北流する。藤原京の条坊では左京

十一条三坊西南坪の中心部にあたる。 1990年以前には、当遺跡周辺では発掘調

査が行われておらず、 1975年 頃に田に暗渠を敷設 した際に柱根 2本 と土器若干

が出土 したり、北方の字カナヤケで重弧文軒平瓦を採集 し雷廃寺 (仮称)跡か

と推定する程度の知見 しかなかった。 しか し、1991年 4～ 8月 に今調査地の北

側で県道橿原神宮東口停車場飛鳥線の新設によって移転する民家住宅の新築に

伴 う事前調査として第 1次調査、1991年 12月 ～1992年 4月 に第 1次調査地の南

側の県道予定地で第 2次調査をおこない重要な知見が明らかとなった。すなわ

ち①藤原京左京十一条三坊のほぼ中軸線上に大規模な四面庇付東西棟建物があ

る。②その西方に長大な南北棟建物が 2棟南北に並ぶ。③建物群の西 と南に掘

立柱塀 とその外側の溝 とが組み合 った区画施設が存在する。④以上の遺構は 7

世紀後半に造営され藤原宮期を経て、奈良時代に廃絶 した。以上 の事実か ら、

次のように想定できた。①東西棟建物を正殿、南北棟建物を脇殿 と捉えると、

正殿を中心 とし東側にも同規模の南北棟建物が存在する。②正殿中軸線上南方

に門が存在する。③ この遺跡の性格については、建物の規模・ 形態・ 出土遺物

などか ら宮か官衛が候補 となる。

今回の第69-13次調査は県道予定地の調査の一環、第71-8次調査 は第 1次

調査地東北隅における擁壁工事に伴 う事前調査である。第69-13次調査では、

過去の調査から得た想定を検証するとともに、遺跡の性格を解明する手がか り

を得ることを目的とし、東南脇殿想定位置 (A区 )と 門想定位置 (B区)に調

査区を設けた。なお、第 2次調査区と飛鳥川 との間にも小調査区(C～ F区 )を

設けたが、飛鳥川の氾濫で遺構は削平されていた。調査面積は約850だ。第71-

8次調査は東南脇殿 と東北脇殿の一部の検出を目的とし、調査面積は約15だ 。
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1遺  構

調査地全体の地形 は南東が高 く西北へ低 くなり、古代の遺構はこの緩斜面に

大規模な整地を行なってか ら造 られる。整地には様々な土 を用 いているため、

遺構の検出はかなり難 しい。検出した遺構は、第 1・ 2次調査の結果か ら存在

を想定 した東南 。東北脇殿や区画施設などであり、Al～ 3・ Bの大別 2時期、

細別 4時期に分けられる (Fig。 15)。

Al期

掘立柱建物 3棟、掘立柱塀 2条、溝 2条 がある。

S B 2830は 、 S B 2661を 正殿、 S B 2670を 西南脇殿 とした場合の東南脇殿 に

当たる (PL.7)。 A・ B両期を通 じて存続する。掘立柱の南北棟建物で 6間

分を検出 した。 S B 2670と 同規模であれば身舎が17× 2間 となる。 S B 2670と

同様に東西 2面に庇が付 く。身舎の南か ら3・ 4間 目の間と 5・ 6間 日の間に

間仕切 りがある。柱間寸法は身舎が2.4m(8尺 )等間、庇の出が2.lm(7尺 )。

身舎の柱穴は東西に長い長方形で、長辺 1～ 1.6m、 短辺 0.6～ 1.2mで ある。柱

は掘形の中央ではなく建物の内側に寄せた位置に立てられている。検出 した柱

穴 13ケ 所のうち 5ケ 所に柱根が残 り、他は抜 き取 られていた。柱の直径は約 25

cmで ある。庇の柱穴は一辺0.4～ 0.7mと 小さく、柱穴 17ケ 所の うち 5ケ 所 に柱

根が残 り、他は抜 き取 られていた。柱の直径は約15cmと 細い。建物 の身舎部分

に玉石敷が施されている。石敷面は建物中心部が高 く、周囲がやや低 くなる。

壁のない吹抜けの建物であろうか。

S B 2830の 周囲にはそれに付属する施設がいくつかある。 S X 2833・ 2837は 、

S B 2830の 側柱列か らそれぞれ0.25mと 0.65m外 側にある小石列で、現状では

それぞれ1.lmと 0.75mし か残存 しないが、本来は建物の周囲を取 り巻 いていた

可能性がある。石列の内外で遺構面の高低差はない。 s D 2836は S B 2830の 西

庇の西 0。 9mに ある南北溝で、 S D 2730Aに 流れ込む。現状では 2mし か残存 し

ないが、 s B 2830の 西雨落溝であろう。

S B 3000は 西北脇殿 S B 2672に 対応する東北脇殿であり、西庇 の柱穴 3ケ 所

を検出 した。柱間寸法は2.65m(9尺 )等間である。柱穴は一辺 0。4mで 、柱痕
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跡の直径 は約 10～ 15cmで あ る。南 の柱穴が妻 にあたると推定 され、 S B 2830が

桁行 17間・ 8尺等間 とした場合 の北妻想定位置 とは3.5m離 れ る。 西 北脇殿 S

B2672は西南脇殿 S B 2670と は4.lm離 れ 8尺等間であるか ら、西北・ 東北 の両

脇殿 は左右対称ではない。

S B 2850は 南 に庇が付 く掘立柱東西棟建物であろう (PL.8)。  S B 2830と

4.lm(14尺 )離 れ、南側柱列 が S B 2830の 南妻 と筋 を揃える。 Al～ 3期 に存

続 し、 B期 には撤去 され礫敷 S X 2685で 覆 われ る。 A区西端で東妻、 B区 で南

庇 を検 出 した。第 2次調査区で検 出 した 8本の柱 S X 2732は S B 2850の 北側柱

の一部 に当たると思われ るが、第 2次調査区で はB期 の礫敷 S X 2685を ごく一

部 しか除去 しなか ったため、他 の柱穴 は検 出 していない。桁行 は17間 と推 定 さ

れ、梁間 2間 で柱間 は2.4m(8尺 )等間、庇の出 も2.4m(8尺 )で あ る。柱

穴 は長方形で、長辺 1.2～ 1,7m、 短辺 0、 9～ 1.2mで ある。検出 した柱穴 18ケ 所 の

うち 8ケ 所 に柱根が残 り、他 は抜 き取 られていた。今調査区では柱穴 を断ち割

らなか ったが、第 2次調査区の S X 2732の 柱の直径 は約25cmで ある。

S A 2845は S B 2830の 東 6.5mに ある掘立柱の南北塀で、 S B 2670の 西側 の S

A2745と 対応 し、 この遺跡 の中心部分の東限を区画す る施設である。 南端 で S

A2735と 接続 し、 L字形 に区画施設の東南隅部を形成す る。 A・ B両期 に存続

す る。 9間分を検出 した。柱間寸法 は、北 か ら 5間 目までが2.4m(8尺 )等

間で S B 2830と 柱筋が一致す るが、 6間 日以南 はAl・ 2と A3期 以 降 の間で

変化す る。 Al・ 2期 には S A 2845の 南端か ら 2間 が1.7m(6尺 )等間で、そ

の北側が4.3m開 いて S D 2730A・ Bが通 る。 柱掘形 は北 か ら 7ケ 所 が一辺 0.5

～0,7mの 長方形、南か ら 3ケ 所 は径0.3mの 円形 で、 3ケ 所 に径約 15 cmの 柱根

が残 り、他 は抜 き取 られている。 なお、 S A 2845と S B 2830と の距離 (6.3m)

は、 S A 2745と S B 2670と の二巨離 (5。2m)よ り大 きい。つま り、 S B 2830と S

B2670と の中間にこの区画 の中軸線を考え ると、 S A 2845の 方 が S A 2745よ り

外側 に寄 っている。

S A 2735は S B 2830の 南 5.6mに ある掘立柱の東西塀で、 この遺跡 の中心部 の

南限を区画す る施設である。 A・ B両期 に存続す る。 長 さは約 78m(265尺 )
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あり、 S B 2830・ 2670の 中央を区画の中軸線 とすると、東半 は39.7m(135尺 )

あり柱間寸法2.35m等 間の17間、西半は38。3m(130尺 )あ り柱間寸法 2.4m等 間

の16間 に復原できる。西半の方が柱間がやや広い。 A区で 1間分、 B区で 5間

分を検出 した。柱掘形はB区以西では一辺 0,8～ 1.2mの 方形であ り、 A区 では

径0.3mの 円形である。 B区 の西か ら5本 国以西 は北側か ら柱が抜 き取 られ、

それ以東では真上に抜 き取 られている。なお、 B区 の中央が区画の中軸線に当

たることか ら門の存在が推定されたが、柱列が複数並ぶ建物は存在 しない。塀

に扉を設けた簡単な出入 り口があった可能性はある。

S D 2730は S B 2830・ 2850と S A 2735の 間を流れる東西溝である。 堆積上の

状況などか らA～ Dに 細分でき、 Aが Al期、 Bが A2期、 Cが A3期 、 Dが

B期 に属す。Al期の S D 2730Aは 、 S A 2845の 東側から区画内に流 れ込み、

S B 2830の 西側柱筋以東では幅 3～ 3.5mで あるが、それ以西は急に狭 まり、 S

B2850の 東妻以西では幅1.4mと なり、 S B 2850の 南庇に接 して流れる。深 さは

区画中軸線以東では0.7mで あるが、それ以西 は急激に浅 くなり第 2次調査区

では0,15mで ある。

S D 2740は S A 2735の 南にある大規模な東西溝である。堆積上の状況 などか

らA～ Cに細分でき、Aが Al・ 2期、 Bが A3期 、 Cが B期 に属 す。 SD

2740Aは B区で北半を検出 した。第 2次調査区では S A 2735の 2.9m南 に平行 し

て溝の北岸があるが、東に行 くほど南に偏 し、 B区東端で S A 2735の南約3.4m、

A区 には及んでいない。 S D 2740Aの北岸には直径約10cmの 丸太を約 lm間 隔

で打ち込んだしがらみの護岸がある。 S D 2740Aの 深さは約0,9mで下か ら順に

灰白色粘土・ 暗灰色粘上が堆積 し、幅は第 2次調査区検出部分 と同 じとすれば

約 5。 7mで ある。なお、区画中軸線付近に橋が掛けられていた痕跡はない。

B区東端に S D 2740Aに 流れ込む南北溝 S D 2872・ 2873が ある。 S D 2872は

幅0.4m、 深さ0.45m、 S D 2873は 幅0.4m、 深さ0.45mで 、 Alな い しA2期 に

属すが、同時並存であるか時間差があるかは不明である。

A2期

S D 2730が 改修され、 S A 2845と S B 2830の 間に小規模な区画施設 S A2857・
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2858・ 2859が 造 られる。

S D 2730Bは 、 S B 2850の 東妻以東で S D 2730Aの 南半 を埋 め立 て溝 幅を狭

め、 S B 2850東 妻柱筋か らS B 2830西側柱筋 の西 1.5mの 間について、 両 岸 を石

組で護岸 した ものである。石組 は、一辺 10～ 35cmの 玉石を、長辺 を流 路 の方 向

と平行 に 4段、高 さ40cm、 長 さ5.5mに 積 み上 げた もので、 北岸東端 は L字形

に納 め、南岸の東か ら lmの所 にクランク状 の屈曲部を設 けている。溝幅 は石

組以東で1.7m、 石組部で0.5～ 0.7m、 石組以西で0.8～ 1.3mで ある。深 さはA区

東端で0.65m、 西 に行 くほど浅 くな り区画中軸線付近で0.4m、 第 2次調 査 区で

0,15mで ある。

S A 2857・ 2858・ 2859は 皆、 S B 2880と S A 2845の 間 にあ る柱 間 1間 の掘立

柱塀であ り、柱間 は順 に2.6m、 2.25m、 2.6mで ある。 S A 2857・ 2858は組み合 っ

て L字形 となる。

A3期

S B 2830。 S A 2845・ S D 2730。 S D 2740が 改修 され、 S B 2830の 東 側 に S

A2835・ S D 2832・ S D 2853・ S E 2840・ S X 2855。 S X 2856が 造 られ る。

S D 2730Cは 、 S B 2850東 妻柱筋以東 の S D 2730Bを 埋 め立 て、 S B 2830に

南庇 を付 けたのに伴 い、溝 を南庇 の南側 に移 し雨落溝兼用 と した もの で あ る。

現状ではS B 2830の 西庇筋 のす ぐ東で溝 は止 まっているが、 本来 は S B 2830の

東庇筋 まで は伸びていた可能性がある。 B区東半部では両岸 に川原石 を並 べ、

簡単 な護岸 とす る。溝幅は0.9～ lm、 深 さはA区西端で0.5m、 B区 中央 で 0.2

m、 第 2次調査区で0.15mで ある。

S B 2830に あ らたに付加 された南庇 は、出が2.lm(7尺 )で ある。

S A 2845に は、 Al・ 2期 には S D 2730A・ Bを通す開口部 が設 け られて い

たが、 S D 2730Bが 埋 め られたのに伴 い、開 田部の中央 に柱が立て られ閉塞 さ

れる。

S D 2740Bは S D 2740Aの 北岸を約 lm拡幅 したものである。第 2次 調査区

西端では北岸が大石で護岸されていたが、第 2次調査区東半および当調査区で

は大石護岸は存在 しない。溝幅は約6.5m、 深さ約0.5～ 0.8mで あ り、下 か ら順
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に青灰色砂・ 淡灰緑色砂・ 灰褐色砂が堆積 し、 7世紀後半の土器が少量出土 し

たが、木簡は出土 しなかった。

S A 2835は S B 2830と S A 2845を つなぐ掘立柱の東西塀で、 S B 2830の 南か

ら 5本 目の側柱とS A 2845の 南か ら 8本 日の柱に取 り付 く。 この位置 は SB

2830の 間仕切 りと対応する。塀 は 3間 あり、柱間寸法は2.2m(7.5尺 )等 間で

ある。

S D 2832は S X 2834の す ぐ東に接する南北溝で、幅0.4m、 深さ 7 cmで あ る。

S A 2835の 北 0、 5mで 止まり、それ以南には伸びない。西岸にある石列 S X 2834

はこの溝に伴 う護岸であろう。

S D 2853は S A 2835東 端柱穴のす ぐ北か ら東へ伸びる東西溝で、幅0.6m、 深

さ 6 cmの 掘形の底に平瓦を並べる。

S E 2840は 、 S A 2845・ S A 2835。 S D 2832に 囲まれた空間内にある井戸で、

一辺 1.lm、 深さ1.15mの 隅丸方形の掘形の北西寄 りに、重弧紋軒平瓦 3点 を瓦

当面を上にして円筒状に組み合わせたものを 2段重ねて井戸枠とする。隣合 う

軒平瓦の合わせ日の凸面側の隙間には、木製の棒を詰めて塞 ぐ。井戸枠 は内径

28cm、 高さ90cmで あり、廃絶時に枠内に多量の玉石と瓦・土器が廃棄 された。

S X 2855 0 2856は 拳大から人頭大の石を並べた石列である。 いかなる性格の

施設か不明確であるが、庭園の一部である可能性がある。 S X 2855は S A 2845

の西1.2mに あり、 B期 の S X 2849と 重複するため一部のみ検出した。 幅 0.5m、

長 さは lm以上である。 S X 2856は 、 S B 2830の 東庇の南か ら4間 目か らSX

2855の 北端へ向かって伸びる。幅0.4m、 現存長5.3mで 、 S B 2830に近い所では、

一抱えほどの石 8点 と重弧紋軒平瓦 1点 を組んでいる。

B期

S B 2850が 撤去され、 S D 2730Cが埋められ、 S B 2830・ S A 2735・ S D 268

6に 囲まれた空間に礫敷 S X 2685が 施 される。 S D 2740は 北岸が南へ移動 しS

D2740Cと なり、 S A 2735の 北側からS D2740Cへ排水するための暗渠 S D 2880・

開渠 S D 2881が 造 られる。 S B 2830と S A 2845の 間に S D 2846・ S D 2847・ 礫

瓦敷施設 S X 2849が 造 られ、それ以北の全面に礫敷 S X 2860が 施 され る。 SA
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2845の 東側にもS D 2848が 造 られ、それ以北に礫敷 S X 2861が 施 される。

礫敷 S X 2685は 拳大の礫を粗 く敷いたもので、表面は凹凸が著 しい。 当期 に

S D 2686以 東の S D 2730Cは 埋め立て られ S X 2685で 覆われ、 S D 2686以 西 に

残存するのが S D 2730Dで ある。

S D 2740Cは 北岸が S A 2735の 南約4.3mに あり、北岸のみ検出したため、幅・

深 さ共に不明である。黒褐色砂質上が堆積 し、 7世紀後半の土器が出土 した。

S D 2880・ 2881は 共に S D 2740Cに流れ込むが、同時並存ではないと考 え ら

れる。 S D 2880は 、幅0。4～ 0.5m、 深さ0.35mの 掘形の中に、長さ1.15m、 幅0.35

mで上面を浅い凹字形に加工 した木材 1点 と、行基式丸瓦 5点を凹面を上向き、

広端面を北向きに並べ、その上 に重弧文軒平瓦 1点 と平瓦 5点を凸面を上向き、

広端面を北向きに置いて蓋をし埋め戻 したものである。 S D 2881は 幅約 0.5m、

深 さ0.2mの 掘形の底に、長さ1.35cm、 幅0.3mの 上面が平 らな木材を置いた もの

である。

礫瓦敷施設 S X 2849は 、 S A 2845の 南か ら5本 目の柱のす ぐ西側 にある、南

北 1.8m、 東西1.2mの 範囲に礫 と瓦を敷 いた遺構で、縁石には径 20～ 35clllほ ど

の大きめの石、内部には拳大の石を用いる。 S D 2846は 両岸に玉石を並べた溝

で、 S B 2830の 南庇の東外から発 し、東端では北縁石をS X 2849の 南縁石 と共

用 し、 S D 2847に つながる。幅0.5m、 深さ5 cmo S D2847は S X 2849の東に沿っ

た南北溝で、両岸に川原石を並べ底に玉石を敷 き、西縁石は S X 2849の 東縁石

と共用する。幅0.45m、 深さ10cmo S D 2848は S D 2847の 北端か ら東北東 へ向

か う溝で、 S A 2845の 南から5間 目を抜けてさらに東に流れる。 S A 2845の 西

側では S D 2847同 様に両岸に川原石を並べ底に玉石を敷 くが、 S A 2845の 東側

では素掘 りとなる。底に薄 く砂が堆積 した時点で、その上に玉縁式丸瓦 6点 を

凹面を上向き玉縁を東向きに並べて改修する。幅0.4m、 深さ10cm。

礫敷 S X 2860は 、 S B 2830と S A 2845の 間で S D 2846・ S X 2849e s D 2848以

北の範囲に、拳大から人頭大の礫を粗 く敷いたもので、後世の撹乱が著 しい。

礫敷 S X 2861は 、 S A 2845の 東で S D 2848以 北の範囲に、拳大か ら人頭大 の礫

を粗 く敷いたもので、後世の撹乱が著 しい。
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2 遺 物

瓦類 。土器類 などがある。 その多 くは礫敷上面か ら出土 した。

瓦 瓦類 の大部分 は礫敷 S X 2860・ 2861の 上面 と S D 2730 C・ S E28400 S D

2853・ S D 2880・ S X2849e s D 2848か ら出土 した。 今回 は S B 2830の 東 側 に

多 く、第 2次調査区では S B 2670の 周囲 に多か ったが、 S B 2830 0 2670が 本 瓦

葺 であったか どうかは慎重な検討 を要す る。当遺跡 に於 ける瓦類 の出土 量 は、

藤原京域の通常 の遺跡 よ りは多 いが、寺院跡 のよ うに本瓦葺建物があ った遺跡

ほど多 くはな く、遺構 に伴 う瓦 はすべてA3期 以降に属 し、転用 品で あ った。

棟 など屋根 の一部のみに瓦を葺 いた可能性、 あるいは、当地付近 に本瓦葺建物

を有 した寺院などの施設があ り、 そ こか ら不要品が当地 に持ち込 まれ再利用 さ

れた可能性を考えたい。軒丸瓦 には大官大寺式 6点、鬼面文 1点 があ り、軒平

瓦 には四重弧文25点、重弧文 6点、大官大寺式10点 などがある。平瓦 に は凸面

布 目の ものが多い。

土器 土器類 はS D 2740A・ B、 S D 2730A・ BoCか ら少量 出上 し、 礫敷 上 面

か ら比較的多 く出土 した。 A期 の遺構 に伴 うものは、 7世紀後半 (飛 鳥Ⅳ)が

多 い。 S D 2730B出 土品には、漆運搬用 の須恵器壺、漆のパ レッ トに用 い た土

師器郭、表面 に漆を塗 った須恵器鉢 などがあ り、 ほかに硯 2点、 7世紀代 の上

馬 1点 がある。 B期 の礫敷 S X 2685上 面 で は、藤原宮期～奈良時代 の土器 が み

られ る。

3 まとめ

遺構配置  1～ 3次 の調査結果 を総合す ると遺構配置 は以下のよ うになる。

①  この遺跡の中心部 には、四面庇付 きの東西棟建物 S B 2661を 中心 に、 そ

の東 。西・南側 に長大 な建物 (S B 2830。 3000・ 2670・ 2672・ 2850)が 建 つ。 東 西 の

脇殿 は 2棟 の南北棟が南北 に並ぶ。 S B 2670は 桁行が17間 であ り、 S B 2830 0

2850の 2棟 も17間 と推定 され る。

② 建物群の東・西。南側 に掘立柱塀 の区画施設 (S A 2845・ 2745・ 2735)が 存

在 し、西面 と南面 には塀 の外側 に溝 (S D 2740・ 2750)が ある。 南面 の区画 中

軸線上 には柱列が複数並ぶ建物 と して の門 は存在 せず、塀 の外側 の大溝 SD
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2740に 橋 も掛かっていない。 したがって、 この区画の主要な入口は南面ではな

かった可能性が大 きい。

③ 遺構の配置にはその位置 。距離などにある程度の計画性が窺える。たと

えば、正殿 S B 2661の 棟通 りとS B 2850の 係通 りとの距離 は35,2mで 120尺 とみ

なせ、 S B 2850棟 通 りとS A 2735と の距離 は10mで 35尺 に近い。東西両脇殿 の

棟通 り間の距離は57.2mで 195尺 に近い。現状では、東脇殿 S B 2830と S A 2845

との間隔 (6.4m)の方が、西脇殿 S B 2670と S A 2745と の間隔 (5,lm)よ り広

いため、 S A 2745と S A 2845の 中間点が、 S B 2670と S B 2830の 中間点より0.65

m東 に寄 っている。 しか し本来、 S A 2745か らS A 2845ま での距離 (78m)が

265尺 で計画され、 S A 2745・ S A 2845の 中間点 とS B 2670・ S B 2830の 中間点

とを一致させる計画であったと仮定すると、脇殿棟通 りから南北塀までが35尺

となり、 S A 2745・ 2845・ 2735は 、それぞれ S B 2670・ 2830・ 2850の 棟通 りか ら

35尺 の距離に設定されたことになる。 この他に計画性を窺わせる点 としては、

東西両面の南北塀が脇殿 と柱筋を一致させている点、 S B 2830と S B 2850、 S

B2850と S B 2670、 S B 2670と S B 2672の 間隔がともに4.lm(14尺 )で ある点

がある。 S A 2745の す ぐ西側に溝 S D 2750が あるのに対 し、 S A 2845の す ぐ東

側には溝が検出できなかったが、当調査区の東外にある可能性を考えたい。

遺構の時期 遺構に伴 った遺物の年代か らみて、 A期 は 7世紀後半 (飛 鳥Ⅳ )

に遡 る。 S D 2730か らは藤原宮期 (飛鳥V)の土器は出土せず、 S D 2780を 埋

めて礫敷 S X 2685を 施 したB期 の初頭が藤原宮期、 B期 の下限は奈良時代 に及

ぶと考えられる。

占地・ 条坊との関係 正殿 S B 2661の 中心 は十一条三坊西南坪の中軸線 にほぼ

一致 し、南脇殿の南妻の位置 もほぼ坪の南北三分線に合 う。北脇殿の規模 は不

明であるが、南脇殿の半分 と見積 って も西北坪へ及ぶことは確実で、少な くと

も南北 2坪 を占地 していたことが明 らかである。こうした状況か ら、第 1・ 2次

調査の概報では、 この遺跡を藤原京の条坊に則 したものと推定 した。注意すべ

きは、Al期が 7世紀後半にまで遡るか ら、 ここで言 う条坊は藤原宮期の条坊

ではなく、いわゆる先行条坊 と考えられる点である。先行条坊は藤原宮や京内
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寺院と重複する部分以外では、藤原宮期の条坊 と区別 しにくく検出が困難で、

それがいかなる範囲に施工されたかは、今賃解明すべき課題であるが、当地で

の所見は、当地周辺での先行条坊施工の間接的証拠 とできようか。また藤原宮

期についても、左京域では十条以南の条坊遺構の検出例に乏 しい点がかねて間

題 とされてきたが、当地周辺での調査の進展で良好な条坊遺構が見いだされる

期待が高まったといえよう。

建物の規模  S B 2661は 四面庇付 きで、柱間寸法が大きく、柱掘形 もきわめて

大型である。飛鳥・ 藤原地域で今までに判明 している邸宅跡の正殿 と比較する

と、平面規模では S B 2661を 凌 ぐものがあるが、柱間寸法と柱掘形の規模 の大

きさは際だ っている。 また、脇殿 も東西二面 に庇が付 き、 S B 2670・ 2830・

2850の 桁行 17間 に匹敵する長大な建物は京内では知 られていない。

遺跡の性格 3回の調査によって、 この遺跡が大規模な整地を行 った後に形成

されていること、占地・ 規模・ 建物配置・ 時期などについてその一端を明 らヽか

にすることができた。 しか しなが ら、 この遺跡の性格に関 してはなお不明な点

が多い。寺院、貴族の邸宅、官衛、宮などが候補 として挙げられるが、建物の

規模、形態、出土遺物などから前 2者 には無理がある。正殿 と脇殿か らなるコ

の字形の建物群は政治的な場としての機能が考え られるので、官行の可能性 も

ある。 しか し、先に推定 した建物配置について、北脇殿を南脇殿 と同様の長大

な規模 とし、さらに正殿の北に東西棟の後殿の存在を想定すると、飛鳥稲淵宮

殿の建物配置と極めて類似 した形態となる。また、正殿の周囲を長大な建物で

囲む形に復原すれば、石神遺跡A期 (斉 明朝)の東区画に似た配置となる。雷

丘北方遺跡の場合、少なくとも 2坪 を占地 しており、建物群の南方・北方にか

なりの空間があるため、 ここに生活の場を想定すると、政治的な行事や儀式を

行 う場 と私的生活の場とを組み合わせた宮 としての性格付けも不可能ではない。

今回の調査範囲は中心区画部分に限 られたため、遺跡の性格を明らかにする手

がかりが十分得 られなかった。今後の継続的な調査が必要である。
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2 左京十一・ 十二条三坊 (雷丘東方遺跡)の調査

A 第71-9・ 14次調査

(1998年 11月 ～1994年 2月 )

県道橿原神宮東口停車場飛鳥線の拡幅工事に先立ち、明日香村雷において、

第71-9・ 14次 の計 2次 にわたって実施 したものである。地元で「上の山」 と

「城山」と呼ばれるふたつの丘は、『日本書紀』や『万葉集』、『 日本霊異記』の

冒頭の説話に登場する「雷丘 (岳・ 岡)」 の有力な候補地である。今回の調査

地は、北にある「城山」の東斜面にあたり、藤原京左京十二条三坊に位置する。

Fig 16 第71-9・ 10。 14次調査位置図

｛
翼

呻

憲感馨感甘溜i次

(第 69-13次 )
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周辺では、1970年 の第 1次調査 (『報告』Ⅲ)を 皮切 りに、民家の新築や道

路の拡幅に伴 う調査を明日香村教育委員会 と協力 して実施 してお り、「雷丘」

の東方に 7世紀か ら9世紀代にかけての掘立柱建物や塀、井戸や池状遺構など

が存在することが明 らかになっている。また、1988年 からは、県道橿原神宮東

口停車場飛鳥線の拡幅工事に先立ち、推定山田道の調査を東から6次 にわたっ

て継続 してきており、弥生時代か ら奈良時代にかけてのこの一帯の利用状況が

明らかになりつつある。

しか し、以上の調査 もその発掘面積が狭小な範囲に限定 されたこともあり、

各時期の遺構の性格については不明な点 も多 く、「雷丘東方遺跡」 と仮称 して

調査を進めてきたところである。 このうち、第 1次調査の成果をとりまとめた

『報告』Ⅲでは、 8世紀後半か ら9世紀前半にかけて営まれた宮殿・ 官行ない

しは貴族の邸宅と推定される遺構群を、『続 日本紀』 にみえる奈良時代の小治

田宮に比定 しうる可能性を指摘するとともに、今後の調査の進展にまたれる点

が多いことを併記 した。 この推定は、1987年 に第 1次調査区のわずか10mほ ど

西で、明日香村教育委員会が実施 した調査によって検出された井戸から「小治

田宮」 と書いた多数の墨書土器が出上 したことによってその可能性がより高ま

り、雷丘東方遺跡周辺の調査の重要性が再認識されたのである。

今回実施 した調査は、まず遺構の有無を確認するために現道路の東側に東西

6m、 南北20mの 発掘区を南北に 2箇所設け、第71-9次調査として開始 した。

その結果、予想外に多数の遺構が良好な状態で遺存することが判明 したので、

両区をつないで南北53m、 東西 5～ 9mの東区とし、さらに最終的には礎石建

物 S B 3040の 東西の規模を確認するために東側の畦際を 4箇所拡張 した。また、

道路西側の遺構の有無を探 るために、 3m四方の西区を設けた。第71-9次 調

査の総面積は380だ である。

この調査に続いて実施 した第71-14次調査は、前回調査の際に土盛地 とした

北側や、休憩用テントを設けた南側にも遺構が広がっていることを確認 したの

で、前回の調査地を埋め戻 した後、北と南に発掘区を設けて実施 したものであ

る。南を I区、北をⅡ区として調査を進めたが、新たに第71-9次西区に北接
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して信号機の設置が計画され、 これをⅢ区として併せて実施す ることとした。

調査区の設定にあたっては I区では北を第71-9次調査東区の南端と、南を山

田道第 5次調査区西端 と重複させ、Ⅱ区では第71-9次調査東区の北端と重複

させて、それぞれの調査 との連続性をもた討るとともに拡幅される道路の路線

敷内全域を調査するように配慮 した。第71-14次 調査区の面積 は180ど である。

層 序

各区における層序 は、「城山」の丘陵が東へ舌状に張 り出 した部分 と、 それ

以外ではかなり異なる。

第71-9次調査東区の西南部では遺構面が浅 く、畑の耕土 と床上の直下が風

化 した花南岩の岩盤 となり、 この上面で遺構を検出した。 しか し、その範囲か

ら南・ 東・ 北へは岩盤が急に深 く落ち込んで遺構検出面 も深 くなり、床上の下

に灰褐色土があり、 さらに黄褐色粘質土・ 茶黄褐色粘質上が丘陵の裾に
′
モヽくに

従い厚 く堆積する。 この範囲の遺構の大半は、丘陵を削平 し整地 した花南岩風

化土を多 く含む黄褐色粘質土上面で検出 したが、北東部では 7世紀前半代の遺

物を含む茶黄褐色粘質上の上面で検出 したものもある。

I・ Ⅱ区の基本的な層序 と遺構検出面は第71-9次調査区と変わりないが、

I区 の南半 とⅡ区の北半は、かつての水田面が一段低 く、奈良時代の遺構面 は

削平されていた。さらに、 Ⅱ区の北半 は、近年に地山の黄褐色粘土面まで掘 り

下げて廃材で埋められており、古代に遡 る遺構は全 く残 されていなかった。

時期区分

今回検出した遺構の大半は、「城山」の東斜面の削平 と整地 を伴 う大規模 な

造成工事の後に建設 されたものと推定される。それぞれの重複関係や位置関係、

建物の方位などを考慮すると、少なくとも4時期以上にわたり断続的に営まれ

たことが判明 した。 しか し、出土遺物の整理が終わっていないこともあり、現

時点で各時期に細かな年代を与えることは困難である。そこで、雷丘東方遺跡

の第 1次調査成果の報告の際に提示 した 4期 にわたる時期区分を参考に、まず

大まかな年代観を示 しておきたい。

I期 の遺構群は、『報告』Ⅲでは、建物や塀の方位が国土座標軸にほぼ一致
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するものとし、その年代を 7世紀後半の飛鳥浄御原宮の時期 と推定 した。

Ⅱ期の遺構群は、建物の方位が北で西に 4度前後振れ、柱間寸法が10尺 等間

のものとし、天平末年か ら天平宝字末年の年代を与えた。

Ⅲ-1期の遺構群 は、建物の方位はⅡ期と同 じであるが、 Ⅱ期の遺構の一部

を改築 したものとし、天平宝字末年か ら平安時代初期の時期 とした。

Ⅲ-2期 の遺構群 は、Ⅲ-1期 の遺構 と一時併存 した可能性が強 く、方位や

柱間寸法 も同 じだが、平安初頭を上限とし9世紀中頃まで存続 したものである。

以上の時期区分のうち、雷丘東方遺跡第 1次調査区で検出 した 7世紀代の遺

構は少なく、その性格 も不明であった。 しか し、その後の調査の進展、および

今回の調査成果によって 7世紀前半に遡る遺構と、 7世紀後半の大規模な建物

群が雷丘周辺に存在することが確認され、今後はこれらの性格についても慎重

に検討する必要があろう。 しか し、 8世紀後半以降のⅡ～Ⅳ期の遺構について

は、その後発見された「小治田宮」などの墨書がある土器群の 9世紀前半 とい

う年代観を補強材料 とし、その年代幅はかなり限定できる。 したがって、雷丘

東方遺跡に営まれた遺構 は、 7世紀前半代のもの、 7世紀後半代のもの、 8世

紀後半か ら9世紀中ごろにかけての「小治田宮」関連の遺構の 3時期に大きく

分けて考えることができそうである。

遺 構

2次 にわたる調査で検出 した遺構には、礎石建物 2棟、掘立柱建物 6棟、掘

立柱塀 5条、井戸 2基などがあり、ほかにまとめきれない多数 の柱穴や小穴、

大小の溝や土坑がある。調査区が細長い範囲に限定されたため規模や年代が確

定できない遺構が多いが、 とりあえず、東区と I・ Ⅱ・ Ⅲ区 (西 区を含む)に

わけ、各区別に概要を報告する。なお、調査区は藤原京の復元条坊呼称に従え

ば、左京十二築三坊の東北坪 と東南坪にまたがり、十二条々間路の存在が推定

される位置にあたるが、関連する遺構 は検出できなかった。

東区 南半を中心に、掘立柱建物 3棟、掘立柱塀 4条、礎石建物 2棟、井戸 1

基、土坑 5基 などの多数の遺構が重複 して存在する。

掘立柱建物 S B 3010は 、東区南東部にある桁行 5間、梁間 2間 に復元できる
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南北棟建物。柱間寸法 は桁行 2.3m前後 (総 長 11.5m)、 梁間 2.5mで あ る。 柱掘

形 は一辺 0.8～ lmほ どの大 きさがあ り、径0.2mほ どの柱痕跡 が残 る。 建物 の

方位 は北 で東 にわずかに振れ る。柱穴 の一部 か ら奈良時代か ら平安時代の土器

が出上 した。

掘立柱塀 S A 3015は 、東区の南半 にある南北塀で、 5間分 (全長11.25m)を

検 出 した。柱掘形 に大小があ り、柱間寸法 に もば らつ きがあ るが、 2.25m前 後

である。基準 とす る方位 は国土座標軸 にほぼ一致す る。出土遺物か らは年代 を

特定で きないが、柱穴の重複関係か ら7世紀後半代 の建物 S B 3020よ り古 い こ

とは確実である。

掘立柱建物 S B 3020は 、東区の東寄 りにある桁行 9間以上、梁間 2間 に復元

で きる南北棟である。北端が調査区外 にあるため桁行 の規模が確定で きなか っ

たが、桁行 の総長 は21.2m以 上 ありかな り大規模 な建物 となる。 柱間寸法 はば

らつ きが多 いが桁行・ 梁間 ともに2.4m(8尺 )等 間 と考 え られ る。 柱掘形 は

長辺 が 1～ 1.5m大 の長方形を呈す るものが多 い。 建物 の方位 は北 で西 に 1度

前後振れ る。 8世紀後半 の礎石建物 S B 8040の 礎石据え付 け穴の下層 で一部 の

柱穴 を検 出 してお り、 また、掘立柱建物 S B 3010の 柱穴 との重複関係 も古 い。

柱穴 の一部か ら7世紀後半か ら藤原宮期 にかけての上器が出土 した。

掘立柱塀 S A 3025は 、東西 に並ぶ長辺 1,4mの長方形の掘形 2箇 を検 出 した。

東西塀 の一部 と思われるが、柱間寸法 は 6mと 広 い。径25～ 30cmの 柱 を北 へ抜

いた抜取 り穴があ り、西の掘形 の抜取 り穴か らは 7世紀前半代の軒丸瓦が出土

した (奥 山・ 久米寺Ⅳ A型式 )。

礎石建物 S B 3030は 、建物の北東部分 が削平 を受 けているが、花南岩礎石 1

箇が旧位置に遺存す るほか、礎石の据え付 け位置を示す根石群や、抜 き取 られ

た礎石 の表面の風化部分が皮状 に遺存す る例 も多 く、桁行 3間、梁間 3間 の総

柱建物 に復元で きる。柱間寸法 は桁行が2.46m(総 長 7.38m)、 梁間 は中央 間 が

2.3m、 両端間が1.7m前 後 (総長5,75m)で ある。遺存す る礎石の大 きさは長辺

lmほ どあ り、上面を叩いて平坦 に整形す る。建物の方位 は北で西 に 2度 ほど

振れ る特徴 をもち、礎石据え付 け穴か ら 8世紀後半 の上器 と丸・ 平瓦 の小片が
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出土 した。礎石抜き取 り穴は遺構検出面よりかなり上で認められ、また、礎石

の痕跡が良好な状態で残されていたので、大部分の礎石が畑地 として開墾され

るまで遺存 したものと推定される。

礎石建物 S B 3040は 、 S B 3030と その西側柱筋をほぼ揃える桁行 3間、梁間

3間 の総柱建物に復元できる。東の柱列が調査区外にあり、削平が著 しいが、

南西隅の花南岩礎石が旧位置を保つほか、移動 した 2箇 の礎石が傾斜面の畦畔

の土留めなどに利用されて残る。また、礎石の据え付け痕跡を示す根石や、抜

き取 られた花筒岩礎石の表面の風化部分が遺存 し、礎石の下半部の形状が推定

できる例 も多い。遺存する礎石の大 きさは長辺 lmほ どあり、上面を平坦に加

工する。柱間寸法は桁行が2.7m等間 (総長8.lm)、 梁間が2.33m等 間 (総 長 7

m)で、 S B 3030よ りこちらの方がわずかに大 きい。建物の方位は、 これ も北

で西に 2度 ほど振れる特徴をもつ。なお、 S B 3030の 北柱列 と S B 3040の 南柱

列の距離 は 7mで、 S B 3040の 梁間総長 と等 しい点が注目され、またその柱筋

をほぼ揃えるなど、計画的に配置された瓦葺 きの倉庫群の一部をなすものと推

定 される。

掘立柱塀 S A 3035は 一辺40～ 80cmの 柱掘形 4箇 を検出 した。柱間寸法 は 3m

である。

掘立柱塀 S A 3045も ほぼ同大の柱掘形 3箇を検出した。 このふたつの塀 の間

隔は 6mで柱間寸法の倍であり、対応する柱位置 もほぼ揃っており、一棟の東

西棟建物になる可能性 も考えられる。 しか し、建物 とした場合、梁間寸法が広

い割には柱掘形が浅 く、かつ小さいのでとりあえず 2条の東西塀 とし、西側で

の調査を待つことにしたい。方位は両者 とも北で西に 7度 の振れをもつ。

掘立柱建物 S B 3050は 、第71-9次調査で柱穴 5個 を、第 71-14次 調査区内

で柱穴 3個を確認 し、桁行 6間以上の南北棟建物であることが判明した。柱間

は桁行2.4m等 間で柱痕跡の規模から柱は直径0.2mほ どと推定 される。梁間 は

2.25mに 復元できる。柱掘形の大 きさは、一辺が 1.1～ 1.3m大 、深 さ0.6mの 方

形掘形で、建物の方位は北で西へ約 1度傾 く。建物柱穴は後述する下層大溝 S

D3100の 埋め土及び整地土を切 り込んでおり、柱穴にはそれ らの 7世紀前半代
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の上器 とともに 7世紀後半 に下がる可能性 のある小片 もわずかに含 まれている

ことか ら、建物 の造営 は 7世紀後半以降 と考えてお きたい。 また、廃絶 の年代

について は柱穴 の一部が井戸 S E 3090の 掘形 によ って毀 されているので、 8世

紀末以前であることが判明す る。

土坑 S K 3041は 、径 2m、 深 さ0.2mの 浅 い土坑 である。

井戸 S E 3055は 、径 1.8m、 深 さ3.5mの 掘形 を もつ。 硬 い茶黄褐色粘土層 を

掘 り抜 いて岩盤近 くまで達 しているが、現在で も湧水がまった く見 られないの

で、掘削途 中で放棄 した もの と推定 され る。規模 や掘形の形 は、 Ⅱ区で検 出 し

た井戸 S E 3090に 類似す る。

土坑 S K 3057は 、建物 S B 3050の 下層 に広が る浅 い溝状 の土坑 であ る。 一部

を断ち割 って調査 したのみで全形 は明 らかで はないが、 Ⅱ区で検出 した下層大

溝 S D 3100と 時期的にも性格的にも似 た遺構 と推 定 され、「城 山」 の東斜面 に

あった幾筋 かの溝状 の くばみが埋没 した ものであろう。埋 め土か ら 7世紀前半

代 の土師器・ 須恵器、古墳時代の円筒埴輪片 などが出土 した。

I区  第71-9次 調査区か ら延 びる南北溝 S D 3083の 他 に、掘立柱建物 2棟、

南北溝 1条、東西溝 1条、土坑 4基 がある。

掘立柱建物 S B 3080は 、柱間2.lm等間で南北 に並ぶ 3個 の柱穴 を検 出 した。

東を確認 していないが東西棟建物の西妻柱列 と考 え られる。柱穴 は東 に下降す

る地 山岩盤上 に施 された厚 い整地土層上面 か ら掘 り込 んだ一辺 0.6mの 略方形

の掘形 で、 その西寄 りに直径0,25mの 柱抜 き取 り穴 を もつ。柱穴 の一部 か ら外

面 を削 る C手法の上師器杯 Aの 破片が出土 した ことか ら奈良時代後半 の建物 と

考え られ る。 なお、建物 は国上方眼方位 に対 して北で西へ約 2度傾 く。

掘立柱建物 S B 3081は 一辺 0,4m、 深 さ0.3mの 柱掘形 に直径0.15mの 柱痕跡 を

もつ。 1個 の柱穴 の規模が異 なる点で疑 間が残 るが、 南北 2間 (柱 間 1.5m等

間)、 東西 2間以上 (柱 間1.55m等 間)の 東西棟建物 に復元 され、 建物方位 は

北で西へ約 1度 20分傾 くようである。

南北溝 S D 3085は 建物 S B 3080の 西約3.3mに あ る素掘 り溝 で、 S B 3080の 北

側柱列 の北0.6mの 位置に始 ま り南流す る。 始 ま る位置か ら建物 の西 を限 る溝
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と考え られ る。暗灰褐色砂の溝埋土 には奈良時代末か ら平安時代初め頃の上器

と平城宮 の軒平瓦6691Aを は じめとす る奈良時代 の瓦が少量含 まれている。

この溝 の周囲 には南北 4.3m、 東西 1.8mの 楕 円形 を呈 す る浅 い土坑 S K 3084

があ り、暗灰褐色粘上の埋 め土 には炭 と小 円礫が混 じる。 この上坑 は南北溝 S

D3083よ りも新 しく、南北溝 S D 3085よ り古 い重複関係 にあるが、遺物 の上 か

らは細かな年代差を把握で きない。

東西溝 S D 3082は 建物 S B 3080の 南3.8mに あ り、 幅 0.8m、 深 さ0.4mで 暗灰

色砂質土 で埋 まっている。西壁か ら旧水 田畦畔 までの長 さ 2m分 を検 出 した。

埋 め土 には炭化物 とともに奈良時代末～平安時代初 めの土器が含 まれ る。

調査区南端 の S K 3086・ 3087は ともに地山の岩盤 に掘 り込 まれた大 きな土坑

で、茶褐色粘土で埋 め られている。 S K 3086は 山田道第 5次調査区で一部確認

した土坑で、南北 4m、 東西 lm程 の規模 が判明 した。長辺側 の壁が垂直であ

るのに対 して、短辺側 は緩やかに傾斜す る特徴がある。周辺 の地山は風化 した

花南岩層 であ り、先の調査の「粘上の採集坑」 との見解 には疑間が残 る。

Ⅱ区 主 な遺構 には第71-9次調査区か らのびる建物 S B 3050の ほか、掘立柱

塀 S A 3095、 礎石抜 き取 り穴 S X 3101、 井戸 S E 3090、 礎石落込 み穴 S X 3099

と下層大溝 S D 3100が ある。

井戸 S E 3090は 直径2.5m、 深 さ3.9mの 掘形 の底 に、 断面 15 cm角 の角材 で内

法一辺 0.84mの 井桁 を組み、その四隅に納穴 をあけて断面 10om角 の柱 を立 て、

その外側 に長 さ116cm、 幅約 30cm、 厚 さ 5 omの 板材 を積み上げて井戸枠 とす る。

井戸枠 は枠板 5枚、高 さ1.5m分 よ り上 が後 に破壊 され、 枠内 について も井戸

底 の10cmほ どの暗灰色粘土 より上 はすべて周辺 の山土 によって周到 に埋め られ

てお り、暗灰色粘土層 にも顕者 な遺物 は残 されていない。遺存す る井戸枠 の直

上 には 2m大 の大石 と多量の桧皮が投棄 され、最上層 は底 の丸 い土坑状をな し

て、厚 さ50cmに わたって炭化物、土器、瓦などが多量 に捨て られている。最上

層 の土器 は平城宮土器編年 のV～ Ⅵの時期 の ものが主体で、瓦 には打 ち欠 いて

隅軒平瓦 と した軒平瓦6691Aが ある。それ らの遺物 か らは、周辺 に奈良時代末

に廃絶 した桧皮葺 きの建物、寄棟或 いは入母屋式 の瓦葺屋根を持つ建物の存在

―- 60 -―



が想定 され る。

礎石抜 き取 り穴 S X 3101は 調査区の中央西寄 りにあ り、穴の壁面 には花 南岩

礎石 の表層が貼 りついている。 S X 3101に は一辺 1.8m、 深 さ0.6mの 方形 の据

付掘形が確認 され、 これが礎石建物 の一部であることが判明 した。調査区内に

はこのほかに礎石 として十分使用で きそ うな多数 の大型石塊 と、その抜 き取 り

穴や落 と し込 み穴がみ られ るが、据え付 け掘形 を もつ石の抜 き取 り穴 はこれの

みである。北半部が近年 の削平 によって深 く破壊 されてお り、礎石建物の規模

構造 について は西側 の道路敷下 での調査成果 を待 って検討 したい。

掘立柱塀 S A 3095は 調査区南端で検出 した0.5m大 の楕円形平面 の小規模 な柱

穴 3個 で、柱間 は約 1.5m等 間。東 で北へ約 30度 傾 く方位 を もつ。 埋上が建物

S B 3050柱 穴周囲 に広が る黄灰色砂質土 に類似 し、建物方位が下層の大溝 の方

位 に近い ことか ら整地 と一体 の施設である可能性 を持つが、柱穴出土遺物か ら

は年代を限定 で きない。

下層大溝 S D 3100は 建物 S B 3050の 西側で整地土 を除去 して検 出 し、調査 区

北半 の断面等で確認 した。 そのため規模や流れの方向は定かでないが、全体 の

溝幅 6m、 深 さ0.8mで北東か ら北へ緩 やか に弧 を描 きなが ら幅 を増 して い る

ようである。溝 の中央部 には幅 3m、 深 さ0.3mの 灰色粘土 の深 みがあ り、 7

世紀初めか ら前半代 の上師器・ 須恵器、本質物、大・ 中型石塊が多量 に含 まれ

ている。溝 の底 は比較的平坦で、一部の薄い細砂層を除けば粘質上の堆積であっ

て特 に急激 な流水があった形跡 は うかがえな い。 大溝 の上流側 は10m未 満 で

「城山」 の北斜面 に到達す る位置にあることか らすれば、通常 の谷 間 の流路 で

はな く堀割状 を呈 していた ものと想定 してお きたい。 なお、奈良時代 の遺構面

全域 に散乱す る大小の石塊や土器片 については、 この大溝の堆積土および埋立

て整地土 中に含 まれた ものと考え られる。

Ⅲ区 (西 区) Ⅲ区 には掘立柱建物 S B 3060の ほか に、 素掘 り溝 S D 3105・

3110、 小 さな土坑 S K 3107な どがある。 また、素掘 り溝 の東南部 で、 溝 に平行

して地山を深 さ0.8m掘 り込み、明茶褐色砂質土 で埋 めた地業状 の整地上 SX

3109を 確認 した。
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掘立柱建物 S B 3060は その整地上の上面か ら柱穴を穿 っている。南北に並ぶ

一辺 lm前後の方形の柱穴を 3個検出したのみであるが、柱間寸法 は1,75m。

後述するように素掘 り溝 S D 3105・ 311003082を 雨落溝 として伴 うとすれば、

建物の西北隅を検出 したことになる。建物の方位 は、北で東へ約 2度振れる。

南北溝 S D 3105は 幅0.5m、 深さ0.4mの U字形の溝で中央部の幅0.25mに つい

ては一段深い。長さ 3mで東折 し東西溝 S D 3110と なる。 S D 3110は 概ね I区

の S D 3082に 向かってのびており、溝の埋土や出土遺物が類似することか ら両

溝が一連のものである可能性がある。また、 S D 3105。 3110は S B 3060の 北 と

西それぞれ2.lmの 位置にあり、清が建物の雨落溝 と して機能 していたことが

想定される。地業状の整地土か らは奈良時代前半の土器小片が出土 し、素掘 り

溝 S D 3105・ 3110に は奈良時代末～平安時代初めの上器が含まれる。

出土遺物

土器・瓦埠類・ 金属製品・ 石製品 。土製品・ 円筒埴輪などがある。

土器は 6世紀末～ 9世紀にかけての須恵器・ 土師器がある。 このうち、Ⅱ区

の下層大溝 S D 3100と 、東区の下層土坑 S K 3057か ら7世紀初めか ら前半代 に

かけての土師器・須恵器がまとまって出土 した。 これ以外には奈良時代末か ら

平安時代初めにかけての土器が多い。

瓦の出土量 は全体に少ないが、少量の 7世紀代のものを除 くと、奈良時代の

ものが多数を占める。軒瓦は 9点あり、そのうちの 1点 は、 S A 3025の 柱抜取

り穴から出土 したもので、兵庫県明石市高丘窯で焼成 され、飛鳥の豊浦寺や奥

山・ 久米寺に供給 されたことが判明 している単弁 8弁蓮華文軒丸瓦 (Ⅳ A型式)

である。また、大官大寺式の軒平瓦6661Bが 1点ある。

それ以外 は、平城宮 と同絶、あるいはその可能性が高いもので、軒丸瓦6012

C?・ 6285A?と 、軒平瓦6663A・ 6691A(打 ち欠 いて隅軒平瓦 とするもの 1

点を含む 3点 )。 6721C(2点 )が あり、軒平瓦6574は 難波宮所用品 と同疱の

Aで ある可能性があるものである。また、厚さ 7 cmの 辱が S B 3030の 礎石の根

石に用いられており、 S K 3014か らも出土 した。両者 は接合 して一辺30cm以 上

の大 きさに復原でき、表面に斜格子文をへ らで刻む。奈良時代の軒瓦の出土量
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驀

奥山久米寺 ⅣA

はごく少 な く、 これだけ

で瓦葺建物の存在 を断定

す るのは危険だが、 2棟

の礎石建物 は瓦葺 きの倉

庫風建物であった可能性

が強い ことを指摘 してお

きたい。

金属製品には、釘・ 刀

子・ 鏃・ 鑑・ 紡錘車 など

の鉄製品が少量 ある。

石製品には砥石があり、

他 に凝灰岩質砂岩 の切石

・ 室生安山岩 の板石が出

土 した。

土黎罪譜イこは、 S B 3030

の礎石抜取 り穴か ら出土

した大型の円面硯がある。

まとめ

今回の調査では、当初

予想 した以上 に大 きな成

果が得 られ、雷丘東方遺

跡 の年代や性格 に関 して

も、つけ加えるべ き新 た

な知見がいくつかあった。

以下、簡単 に今回の調査

成果をまとめてお く。

① 雷丘東方遺跡 は 7世

紀前半代に始まっている。Fig 18 第71-9。 14次調査出土軒瓦 (1:4)

一- 63 -―



Ⅱ区で検 出 した S D 3100は 「城山」 の北麓か ら北東へ流れる幅広い溝であるが、

堆積層の様子か らは急激な流れ とは考え られず、水の滞留す る堀割 のような溝

と考え られ る。出土土器 には 6世紀末か ら 7世紀前半 までの ものが含 まれてお

り、推古天皇 の小墾 田宮 と関連す る可能性を もつ点で周辺での今後の調査が期

待 される。

②  S B 3020・ 3050は 柱間 8尺 の長大な建物である点で類似 して い る。 また S

B3020の 北端 とS B 3050の 南端 とは桁行柱間に して 5間分離れ、 建物 の方位 も

近似 してお り、両建物 は同時期 に存在 した可能性が高 い。柱穴か ら出上 した土

器 はわずかで、その年代を明 らかにで きないが、最 も新 しい ものは飛鳥Ⅳ～V

の時期 に比定 され、建物群 は雷丘東方遺跡の第 1次調査で検出 した南北溝 SD

l10な どと同時期の、天武朝か ら藤原宮期 に位置づけ られる。

③ 東区で検 出 した 2棟の総柱礎石建物 は、規模 に相違があるが、建物 の方位

や柱筋 の一部 を揃えるなど奈良時代後半 のある時期 に同時 に存在 した倉庫風建

物である可能性が高 い。 また、 Ⅱ区で検 出 した礎石の抜 き取 り穴 S X 3101は 、

わずかに 1個 を確認 しただけであるが、丘 の北東斜面部 に も礎石建物が存在す

ることを示 している。礎石建物の時期を明確 には出来 なか った ものの、 7世紀

前半 の大溝を埋 め立てた整地 よ りも新 しく、 7世紀後半代の建物 と共存 した可

能
Jl■ を もつ。

このよ うに、雷丘東方遺跡 については、 7世紀前半代 に遡 る遺構や、 7世紀

後半代 の大規模 な建物があることなどが新 たに判明 した。 これ らの遺構の性格

についてはこれか らの調査の進展 にまたれる点 も多 いが、今回の調査区は、第

1次調査区や、「小治田宮」 と書 いた墨書土器が発見 された井戸 か ら北 々西 ヘ

約80mの 至近距離 にあ り、両者の関係が当面問題 となろう。

第 1次調査区で検 出 した遺構の うち、 Ⅱ oⅢ 期の建物の造営方位 は、真南北

に対 して北で西 に約 4度振れる特徴を もつ ことが指摘 されている。今回検出 し

た礎石建物 もほぼ同 じ振れを もち、 また礎石据え付 け穴か ら出土 した土器や瓦

か ら、 この建物が奈良時代後半 に建て られたことも判明 している。 したがって、

第 1次調査区 と今回の調査区の間に、造営年代や造営方位 に共通点があること
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が認 め られよう。 また、 これ まで推定山田道 を雷丘東方遺跡の北限 とす る説 も

あ ったが、今回の調査区、 およびその北で実施 した第71-10次 調査区 で検 出 し

た築地の基底部 と推定 され る土塁状 の遺構や大溝 の存在 によって、その範囲が

さ らに北 に広が り、南北 の規模 が少 な くとも200m以上 はあ る ことが推 定 され

るよ うにな った成果 も大 きい。

このよ うに遺構 の広が りと倉庫群 を伴 うとい う特色が確認 された意味 におい

て、 これまで雷丘東方遺跡 と仮称 して きた遺構群 を、奈良時代 の小治 田宮 に比

定 しうる可能性 はより高 まった といえよう。 そ こで、改めて 1/1000地 形 図で

現地 を見直す と、飛鳥川が西 か ら北へ大 き く屈曲す る、その右岸 に並ぶ「城山」

と「上 ノ山」 にはかな り人工的な地形が目立つ。「城山」 の頂上 にあ る平坦地

と中央を南北 に走 る空堀、 な らびにそのまわ りの急斜面 は、地名か らも中世 の

城跡であることは明 らかであ る。 したが って、周辺 にこれ以外 の中世 の城 関係

の遺構が存在す る可能性が考 え られ るが、今回の調査範囲内で はこの時期の遺

構 。遺物 はほとんど認 め られず、中世 の城関係 の遺構のひろが りはそれ ほど広

範囲ではないことが予想 され る。「城 山」 の裾 には、 幅20mほ どの平 坦 地 が鉢

巻状 に取 り巻いてお り、 また「上 ノ山」 の東斜面 にも東西の幅が30mほ どの平

坦地 が 3段 ほど認め られ る。 いずれ も自然地形 とは見な し難 い もので あ り、 こ

れ らは奈良時代の小治田宮 の造営、 あるいはそれ以前に遡 る宮 あるい は官衡の

造営 に際 し削平整地 された地形 である可能性が高 い。 これ らの平坦地 に も、今

回検 出 した遺構 と共通す る性格 を もつ建物群 の存在を推定 し、今後 の調査 と保

存 に万全 を期 したい。

一方、今回の調査 は、山田道が従来の推定線 に沿 って存在 したのか否 か とい

う新 たな課題を投 げかけることにもな った (p.118参 照 )。 奈良時代 の小 治 田宮

が先 に推定 した範囲内に存在 したとすれば、少 な くともこの期間、 山田道 は別

のルー トを とっていたと考えざるをえないか らである。山田道 の位置 は、飛鳥

の諸宮や寺院・ 官衡の配置を復元す る上で、 きわめて重要な意味を もつ。その

意味で も、雷丘東方遺跡周辺 の調査 は今回の調査で新 しい段階に入 った といえ、

今後、周辺地域 における計画的な調査が不可欠 となった。
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B 第71-10次調査

(1998年 11月 ～ 12月 )

この調査は第71-9次調査に引き続いて実施 した県道飛鳥橿原神宮停車場線

の拡幅に伴 う事前調査である。調査は第71-9次 。第71-14次 調査地の北約200

m分 について、現県道の東側に東西幅 2～ 2.5mの 調査区 (I～ V区 )を 、県

道の西側に 2カ 所の調査区 (Ⅵ eⅦ 区)を設けて行 った。調査地は藤原京 の左

京三坊地内の十一条 と十二条 とにまたがり、また、奈良時代の小治田宮の一画

を占めるとされる雷丘東方遺跡に北接する位置にある。調査は藤原京条坊関連

遺構 と奈良時代の遺構の確認を主な目的として実施 した。検出した主な遺構に

は I・ Ⅱ区に奈良時代の築地基底部 と内濠、Ⅲ・ Ⅳ区に藤原宮期の大溝、土坑、

7世紀後半代の整地、V区 に柱穴 と土坑、Ⅵ区に 7世紀後半の掘立柱遺構、土

坑及び平安時代以降の井戸 2基、Ⅶ区に掘立柱建物 1棟 と土坑数基があ るが、

それぞれの調査区が極めて狭長であることか ら、片鱗を確認 したにとどまり内

容の把握に不十分な点が多い。以下、調査区別に概要を報告する。

I・ Ⅱ区 南端の I区 は地形的には雷丘の北縁辺部から裾にあたる。細 い里道

であった現道路の建設時には北側の低地 との比高は現状よりもさらに大 き く、

丘陵部の一部を削平するとともに、その上を北の道路建設にあてたとされてい

る。調査の結果、調査区の西南部では耕土・ 床上の直下で地山花南岩岩盤が露

出 し、東北部には急激に下降する地山岩盤の傾斜面上に茶褐色砂質土が厚 く広

がる。砂質土上面 と地山岩盤上で中世～現代の南北方向の小溝が検出された。

遺構はこの数次にわたる整地土層 とそれぞれの上面から掘 られた小溝だけであ

る。地山岩盤は I・ Ⅱ区の境をなす畦畔下か ら急激に北に下降 している。

Ⅱ区は I区よりも約1.2m低 い水田であるが、水田面下約0.4mの 床土下面で

遺構を検出した。検出した遺構には築地基底部 と判断される土塁状の高 まりS

X3130、 その南の大溝 S D 3131、 外側の濠状遺構 S D 3132な どがある。

土塁状の高まりS X 3130は 基底部幅3.6m、 上端幅2.3mの 断面台形 を呈 し、

ほぼ東西方向に延びる。長さ2.Om分 を検出 した。 S X 3130は 地山岩盤の落 ち込

み上に堆積 した灰褐色砂礫層の上に、厚さ0.2mの 灰色粘土 と厚 さ0.5mの 赤褐
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色砂質土を積み上げて築成されている。北 と南の傾斜面には幅0.2mで 灰色粗

砂が堆積 し、その下面に桧皮 と思われる木質物が薄 く貼 り付いている。灰色粗

砂は崩れにあたり、木質物の存在か らS X 3130は 築地の基底部 と推察され る。

なお、北縁部に上面の平 らな石があり築地の寄柱 とも考えられたが、掘形が確

認されず積土中に偶然に平 らに入 り込んだものと判断 した。

大溝 S D 3131は 幅4.2m、 深 さ1.4mの 素掘 り溝で、 I区 とⅡ区 との間の水 田

畦畔直下で急激に下降する地山岩盤の北端に南岸を置 く。南岸は地山上 に積ん

だ最大厚0.4mの 整地土の上面か ら掘 り込んでいる。埋土 は大 きく3層 に分か

れ、上か ら灰色粘土、暗青灰色粘土、暗灰色礫混 り粘土である。上半の厚さ0.6

mを 占める灰色粘土層の下面は築地基底部 S X 3130の 積土下面 と高さが揃 う位

置にあり、それ以下が溝の堆積層 とみ られる。灰色粘土層 は桧皮を含む SX

3130の 崩れの上に堆積 しており、遺跡の廃絶後に埋められたものと判断される。

灰色粘土層か ら奈良時代末～平安時代初めの土器 と瓦が出土 し、下の堆積土 に

も奈良時代の土器、瓦が少量含まれている。

築地基底部 S X 3130の 北は、検出面か ら0,4m下 までが廃絶後の埋め立て土 に

相当 し、その下面には基底部北端か ら約 4mの位置に奈良時代の瓦と中型の石

塊で構成される幅0.6mの 乱雑な石列 S X 3134が 、 さらに北 1.5mの Ⅱ区北端 に

は断面 10cmの 角材 S X 3135が 東西方向に埋められている。 S X 3130の 築成時 の

遺構面はそれらの下面であり、 S X 3130の 存続期間中の補修に関わるもの と想

定 しておきたい。

Ⅲ・ Ⅳ区 Ⅲ区はⅡ区より約 0.3～ 1.Om低 い 2枚 の水田を対象 とし、Ⅳ区 はⅢ

区と同一面にあることから調査区を分割 しなかった。層序はⅢ区か らⅣ区南半

までの間は床土層 とその下の灰褐色粘土層が分厚 く、遺構検出面の高さではⅢ

区の南端はⅡ区の築地基底部上面よりも約 1～ 1.2m低 い。Ⅳ区北半 は地 山の

黄色粘上が高 くなり、築地基底部上面 との差は0.7mで、その間が谷状を呈 す。

南端の大溝 S D 3140は 、調査区南端か ら北7.5mに 北岸があり、南岸 はⅡ区 と

Ⅲ区の境をなす畦畔下にある。深さは検出面か ら1.lm。 埋土 は上の炭混 り褐

色土層 (S D 3140B)と 下の灰色～青灰色砂質土層 (S D 3140A)に 大別され、
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7世紀後半 か ら藤原宮期の上器 が比較的多量 に含 まれ る。下層の中には東北方

向に長細 く延 びる石塊 の集積 S X 3141が 2面 にわた って認め られ、南側 に存 在

した構築物が崩れ落 ちた ものと思 われ る。 なお、検 出面 の直上 には奈良時代 の

瓦を含 む淡灰色粘上が分厚 く堆積 し、奈良時代 の遺構面を形成 していたと考 え

られ るが、その上面では小溝以外 の遺構 は検出されなか った。

大溝 の北 には南北幅10m程 にわた って黄色粘土を含 む積土層 S X3145が ある。

古 い自然流路である灰色細砂の上 に厚 さ0.3mで 炭化物 と黄色粘土 を互層 に積

んでいる。炭化物層か らは 7世紀後半 の上器 が少量 出土 した。素掘 り溝 SD

3146は この積土層上面か ら掘 り込 む溝 で、 幅 0.6m、 深 さ0,3mで あ る。 埋上 の

暗灰褐色粘土 には藤原宮期の土器が少量含 まれ る。

黄色粘土 の積土層 S X 3145の 北25mに ついては、 S X 3145を 覆 うよ うに暗灰

褐色粘土層 S X3165が 厚 く堆積す る。暗灰褐色粘土層 の北端 はⅣ区北端 の黄 褐

色粘上 の地山の南への傾斜面上 に積んだ赤褐色粘上 の整地を覆 ってお り、中央

部で0.5m以上の厚みを もつ谷状地形 の埋 め立 て土 とみ られ る。 暗灰褐色粘 土

層 には所 々に、炭化物 と藤原宮期 の土器 を多 く含む部分 S X 3160や 、直径 2m

程 の範囲の小石の集積 S X 3155が あるものの、それ らは藤原宮期 に施 され た整

地 の用材 の相違 と考え られる。 この上面で検出 した幅 0.5m、 深 さ0.3mの 素 掘

りの東西溝 S D 3150・ 3153・ 3154・ 3156～ 3158・ 3161か らは藤原宮期の土器 が少

量 出上 し、先 の東西溝 S D 3146と ともにいずれかが藤原京の条坊関連遺構 で あ

る可能性が考え られ るが、 ともに これまでに左京域で確認 している条坊遺構 か

ら推算 した十一条大路の側溝の位置 と合致 しない。

Ⅳ区北端 に広が る黄褐色粘上 の地山 は南 7.5mか ら南 に下降す る。 その傾 斜

面上 に積んだ赤褐色粘上 の整地土層 S X 3170の 北縁部 は深 さ0.2m、 幅 0.6mで

2段 に掘 られた溝底状をなす (S X 3171)。 整地上 はこの段 に合わせた上下 2

層 に大別 され、下層か ら比較的多量 の 7世紀後半代 の上器が出土 した。底面 は

南 に深 くなるが、上面 もまた緩やかに下降 し、その上 に奈良時代以降の包含層

が堆積す る。従 って確認 される整地上 の厚 さは最大で0.5mと なる。 S D 3166は

整地土上面で検出 した素掘 り溝で溝幅0.6m、 深 さ0.5mで東西方向に延 びる。
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V区  調査区全域について床上の直下で地山の黄褐色粘土が露出し、その上面

で柱穴、土坑を確認 した。柱穴は調査区北端に集中 し、掘形の辺の方向によつ

て 2種 に区分されるが、建物 としてまとめるには至 らない。掘形が北で西へ約

30度傾 く方位に掘 られた 2個 の柱穴 S X 3186・ 3194は 掘形下半部が小円形を呈

する二段掘 りで深さ0.8m。 柱穴か らは 7世紀代の上器が少量 出土 した。 この

2個 の柱穴の間には同方向の斜行溝 S D 3195が ある。埋土は褐色砂土で 7世紀

後半の土器が少量含 まれる。方向か らはⅦ区の溝 S D 3225と 一連 とみられる。

S K 3185は 東壁添いにある直径1.5m、 深 さ0.5mの 悟 り鉢状 の土坑で、埋土 に

は奈良～平安時代の上器が少量含まれる。なお、土坑 S K 3180な ど南半部の遺

構は極めて浅 く、地山は後世に著 しく削平されているとみられる。

Ⅵ区 道路東の比較的広範囲な調査区で、耕土直下の地山黄色粘土或いは岩盤

の上面で遺構を検出 した。東西掘立柱列 S A 3200は 一辺 1× 1.4mで東西に長い

方形掘形で、深さ0.6m。 柱間は2.4m等間である。埋土か らは 7世紀後半の上

器が少量出土 した。周辺には、 これよりも古 く掘形の辺が北で西へ傾 く方位の

柱穴 S X 3201や 、底に小石を数個敷いた小柱穴があるがいずれ も建物にはまと

まらない。他に小型円形柱穴 4個 で構成されるS B 3202、 3個 の柱穴か らなる

S A 3203等 があるがいずれも確定的でない。曲物井戸 S E 3210は 直径 lm、 深

さ0.9mの 掘形底に、直径40cm、 高さ40cmの 曲物を 3段以上積み上げる。埋土か

らは黒色土器、土師器、須恵器の小片と瓦片が出土 し、平安時代前期とみ られ

る。石組井戸 S E 3215は 地山黄色粘土 に掘 り込んだ直径 0.9m、 深 さ0.4mの 掘

形の底に、小児頭大の川原石を組んで内径0.5mの 枠 とす る。石組 は 1段、高

さ0.2mが遺存 し、上部 は破壊されている。埋土か らは平安時代の土器が少量

出土 した。方形土坑 S K 3214も 出土遺物から平安時代以降の時期と推定され、

南半では藤原宮期前後の遺構は検出されなかった。。

Ⅶ区 耕土・ 床土下の地山黄褐色土面で掘立柱建物、土坑、素掘 り溝を検出 し

た。建物 S B 3220は 北で西へ約16度 傾 く方位の南北棟建物で、一辺0.8m、 深 さ

0,7mの 掘形に、直径0,25mの 柱抜取穴をもつ。柱間は桁行梁間 とも1.5mで あろ

う。斜行溝 S D 3225と 重複 しそれよりも新 しい。掘形埋土か らは 7世紀代の上
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器が少量出土 した。斜行溝 S D 3225は 幅 lm、 深さ0.2mの 素掘 り溝で、褐色砂

上の埋土からは 7世紀代の土器が少量出土 した。 この他に小型柱穴 S X 3224や

小石が多数入る土坑 S K 3221・ 3222が あるが時期などは不明である。

まとめ

Ⅱ区で検出した土塁状の高まりS X 3130は 、斜面に桧皮が貼 り付いていたこ

とから築地の基底部 と判断された。北面は石列 S X 3134と 角材 S X 3135な どで

補修 した平坦面か らさらに一段下がるようであり、南側の大溝 S D 3131を 内濠

として遺跡の北を画する外郭施設を構成する。 S D 3131出 土遺物か らみると、

外郭施設は奈良時代末か ら平安時代初めに廃絶 したとみられ、近年の調査で奈

良時代の「小治田宮」の可能性が高 くなった雷丘東方遺跡のⅡ～Ⅳ期の遺構群

と時期的に並行する。 この S X 3130等 の位置を周辺の地形に照 らしてみると、

西側では「雷池」の南堤 とその西に延びる段差のある畦畔の位置に符合 し、東

側にも同様の畦畔が延びる。また、 この位置は高市郡路東条里の坪境にあたり、

「小治田宮」の外郭施設が遺存条里に反映されているともみられる。

S X 3130は 「小治田宮」の墨書土器が出土 した井戸の北約 180mに 位置 し、

周辺の地形を勘案すると、奈良時代の「小治田宮」は「上ノ山」を含めた飛鳥

川までの南北300m程 の範囲と推定される。東西幅については「推定山田道」

の調査で遺構が検出されていないことから確証に欠けるが、飛鳥川東岸を西限

とし条里坪境である飛鳥川か らの南北水路までの約300m程 と考えておきたい。

Ⅲ区とⅣ区との間に想定 された藤原京十一条大路は検出されなかったが、そ

の想定地は藤原京期には谷状の低湿地であったことが判明 した。低湿地には 7

世紀後半に北端と南半 とに盛土をし、南岸付近に大溝を掘削 していることを確

認 したが、それらに伴 う柱穴などは検出されていない。藤原京十一条大路につ

いては、より条件の良い地点での検出が期待される。

Ⅵ区の掘立柱列 S A 3200は 建物の南側柱列である可能性があるが、十一条大

路想定地の北約117mに あり、十一条々間路にほど近い左京十一条三坊東南坪

内の遺構である。しか し調査区内では、これ以南の遺構が極めて希薄であること

から、坪内の利用形態を含めた性格の究明は困難である。今後の調査を待ちたい。
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3 左京のその他 の調査

A 左京四条四坊の調査 (第 71-6次 )

(199評手 8月 )

この調査 は個人住宅建設 に伴 い橿原市膳夫町で行 ったものである。調査地 は

左京四条四坊西北坪 の中央部やや東南寄 りに当 り、第63-13次調査地 の西方約

100mで ある。南北10m、 東西10mの 範囲を調査 した。層序 は上か ら耕土・床土・

灰色粘質土・褐色砂質上の順で、褐色粘質上 の上面 で遺構 を検 出 したが、 藤原

宮期の遺構 は皆無で、遺物 もほとん どない。

B 左京六条三坊の調査 (第 69-14次 )

(1993生F3 ナ])

この調査 は、宅地造成 に伴 い橿原市木之本町で行 った ものである。調査地 は

左京六条三坊西南坪 の東北角に近 く、第45～ 47・ 50・ 53次調査 で検 出 した、 四

町 占地 の官衡 と思われ る建物群の西半部分 にあたる。南北 5m、 東西 7mの範

囲を調査 した。層序 は上か ら盛土・ 耕土・ 床土・ 茶灰褐色砂質土・ 灰褐色粘質

土・ 茶褐色粘質土 の順で、茶褐色粘質上 の上面で、南北溝 S D 7870と 小穴 2箇

所 を検出 した。南北溝 S D 7870は 、幅50cm、 深 さ45cmの 断面逆台形 を呈す る溝

である。埋土 には古墳時代の土師器・ 須恵器 を少量含むが、 この溝が掘削 され

た時期 は不明である。 なお、遺構面 を覆 う灰褐色粘質土か ら丸 。平瓦が少量出

上 した。 これは木之本廃寺出上の ものと胎土・ 焼成 。製作技法が一致す る。

C 左京八条 四坊の調査 (第71-5次 )

(1993生F6ゲ])

この調査 は、個人住宅及び倉庫建設 に伴 い橿原市南浦町で実施 したものであ

る。調査地 は香久山の南裾部で、左京八条四坊西南坪および八条大路想定位置

にあたる。東西 2m、 南北■mの 調査区を設定 した。約60omの 耕土下 で岩盤 に

達 し、中世 の斜行溝 1条 を検出 したが、藤原宮期 の遺構 は確認 で きなか った。
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右京二条一坊の調査 (第71-3次 )

(1993生F4ゲ])

この調査 は、駐車場造成 に伴 い橿原市醍醐町内で実施 した ものである。調査

地 は、宮北面 中門の北 々西約90mに 位置 し、宮 の北辺 を東西 に走 る三条大路 の

北側溝が予想 されたため、南北 9m、 東西 3mの 発掘区を設 けた。二条大路 に

関 して は、当調査部 の調査 (第 38-3、 39、 58-13～ 15次 等 )や 奈良県教育委

員会 (1967年 )及 び橿原市教育委員会 (1991年 )の 調査で、大路 の北及 び南側

溝が検 出されている。

調査区の基本的な土層 は、上か ら盛土 (約 50cm)、 耕土、 床土、 茶褐色土 と

続 き、地表面 か ら1.lm下 にある黄褐色微砂土 ない しは茶褐色土 の上面 で、 藤

原宮期 の遺構 を確認 した。

検出した遺構には、二条大路北側溝、柱穴、

井戸があり、他に小穴や小溝などがある。調

査区の南端付近で検出した東西溝 S D 8040は、

幅 1.3mの 素掘 りの溝で、深 さは15cmし かな

く、東端へはさらに浅 くなって幅をせばめる。

検出位置か ら二条大路北側溝と考えたが、出

土遺物 も極めて少なく、なお問題を残す。

側溝の北岸か ら北約3.5mで 一辺 1.2mの 柱

穴を検出 した。大路に平行 して設けられた東

西塀の可能性 もあるが、調査区の関係でそれ

以上の調査はできなかった。 この柱穴に重複

する井戸 S E 8042は 、径1.5mの 円形の平面を

持ち、柱穴よりも古い。井戸や柱穴はいずれ

も、約50cmの 深さしかなく、先述の溝の状況

か らも、 この付近の遺構面は lm近 く削平 さ

れている可能性が強い。

|

Fig 20 第71-3次調査遺構図 (1
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右京五・六条三坊の調査

A 第69-12次調査

(1992年 12月 ～1998年 4月 )

この調査は、県道豊浦南八木線の道路建設に伴 う第 2次調査 として、橿原市

四分町と縄手町で行 ったものである。調査地は、第 1次 (第 69-9次 )調 査区

の北にあたり、藤原宮の西南隅近 くの外周帯から、藤原京右京五・ 六条三坊に

かけての一帯で、また弥生時代の四分遺跡の西端に近い場所にもあたる。調査

地には、南北に流れる水路 と東西に走る里道が存在するため、調査区を 4箇所

にわけ、南から順に第69-12次 I区、 Ⅱ区、Ⅲ区、Ⅳ区と呼び、北接する第71-

1次 I区、Ⅱ区と区別 した (Fig。 21)。

枠
|

~~「 ~~T
|   |

‖ |
|

第69-12・ 第71-1次調査位置図 (1



I    区

鷺巣神社 の東 に位置す る東西 7m、 南北30mの 調査区である。基本的な層序

は、上か ら順 に盛土・ 耕土・ 床土・ 淡黄灰色砂・ 暗青褐色粘質土、暗青灰褐色

粘質土 (古墳・ 弥生時代包含層)と なる。上層遺構の検出は暗青灰褐色粘質土

上面で行 ったが、飛鳥川 の氾濫 による砂層の堆積が厚 く、藤原宮期の遺構 はか

な り削平 されている。

上層遺構  この遺構面で検出 した遺構 は、柱穴 S X 7824、 浅 い南北溝 のな ごり

である溝 S D 7822、 円形 の上坑 S K 7823の みである。 柱穴 S X 7824は 、 溝 SD

7822を 掘 り下 げて検出 したが時期 は不明。円形土坑 S K 7823か らは、 10世紀後

半の黒色土器が少量出土 した。

下層遺構 調査区南半 に東西3.3m、 南北115mの 調査区を設 け、下層 の弥生時

代の遺構を検出 した。上層の遺構検出面 か ら0.5mほ どの間 は、 粗砂混 じりの

暗青灰褐色粘質上の下 に暗褐色粘質上が堆積 し、弥生時代後期の土器片を下 に

い くほど多 く含む。 その下で、弥生時代 の遺構面である粗砂混 じり緑褐色粘質

土層 に達 し、南北大溝の東肩を検出 した。西壁が崩壊する危険があったために、

大溝の西肩 は正確 には把握で きなか ったが、 幅2.6mほ どと推定 され、 溝 の断

面形 は幅の広 いU字形を呈す る。深 さは1.lmで あ る。 溝 内の堆積土 は、 基本

的には上層 と下層 に分かれ、上層か ら弥生土器、石鏃・ 石包丁・ 片刃石斧など

の石器、鍬 などの木器、骨製刺突具、鹿・ 猪などの獣骨が出土 した。土器 は中

期前葉か ら中葉 にかけての ものが主体 を占め、前期の ものを ごく少量含む。下

層 には木 の葉や枝が大量 に堆積 していたが、人工遺物 はほとん ど含 まない。

Ⅱ 区

東西16m、 南北24mの 範囲に、幅5.5mの 発掘区を L字形 に設 けた。基本的な

層序 は、上か ら耕土・ 床土・ 淡黄灰色粘質土・ 暗黄褐色粘質上の順で、暗茶褐

色粘質土 の遺構面 に達す る。遺構面 は全体 に肖1平 を受 けているうえに、深 い小

溝が縦横 に掘 られているため、その存在が予想 された西三坊大路 の東側溝 は検

出できなか った。検出 した遺構 には、時期不明の柱穴 S X 7831、 古墳時代 の布

留式上器を含 む土坑 S K 7830・ 7832が ある。
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810       -

第71-1次 I区下層

第89-12次 Ⅳ区下層

第69-12次 H区

210m

第69-12次 I区

第69-12・ 第71-1次調査遺構図 (11600)



Ⅲ 区

東西が南端で 6m、 北端で13m、 南北21mの 調査区である。基本的な層序 は、

上か ら耕土・ 床土・ 淡黄灰色砂質土・ 淡茶褐色砂質土・ 暗茶褐色砂質上の順で、

茶褐色砂質上の遺構面 に達す る。 ここも、調査区のす ぐ東 を流れる水路の前身

とみ られ る自然流路 S D 7840に よる削平が著 しく、 また深 い小溝が多 いため、

存在が予想 された西二坊大路 の西側溝 と、五条大路 の南側溝 は検出で きなか っ

た。小溝以外 に顕著な遺構 はない。

Ⅳ 区

東西が南端で13m、 中央部で17m、 北端で14m、 南北が19mの 不整形 な調査

区を設 けた。基本的な層序 は、上か ら耕土・ 床土・ 淡灰褐色粘質土・ 淡黄褐色

粘質上 の順で、茶灰褐色粘質上の遺構面 に達す る。

上層遺構 本調査区では遺構面が硬 い茶灰褐色の粘質上であ り、他の調査区に

くらべ、やや微高地 を形成す るものとみ られ る。調査区の南半で五条大路 の北

側溝 S D 7846と 西二坊大路 の西側溝 S D 7845、 中央で井戸 S E 7851を 検出 した。

五条大路の北側溝 S D 7846は 幅1.2m～ 1.4m、 深 さ0.3mの 断面 が逆台形 を呈

す る溝で、全長15m分を検出 した。西二坊大路 の西側溝 S D 7845は 、幅 1.3m、

深 さ0.2mの 溝で、約 5m分 を検出 した。 なお、今回の調査 区か ら東 へ約 100m

離れた第58-1次調査の成果 によると、五条大路 S F 6360の 幅員 は側溝心 々間

で13.5mで ある。

井戸 S E 7851は 、右京五条三坊東南坪 の東南隅近 くに設 け られた ものであ る

が、井戸枠 は完全 に抜 き取 られ、掘形 と抜取 り穴だけが残 る。掘形 は径 2.5m、

Fig 23 S E 7851出 土の釣紐付き土師器壷 (右 :保存処理後)
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深 さ2.6mで あるが、上か ら■3mの 辺 りか らほぼ垂直に掘 り下 げている。底か

ら藤原宮期の須恵器壷 1点 と土師器壺 3点 (Fig.23)、 曲物の底板 1点、獣骨

片などが出土 した。井戸枠の抜取 り穴には拳大の玉石が混 じる。

下層遺構 上層遺構の検出の際、下層に弥生時代の溝や土坑の存在が窺えたた

め、条坊道路の側溝を残 しなが ら、調査区の北側のほぼ 2/3に あたる面積を

上層遺構面か ら約20cm掘 り下げた。その結果、弥生時代の溝 6条 と、土坑・ 柱

穴などを検出 した。

斜行溝 S D 7853は 、幅約 3m、 深 さ0.6m～ 0.9mの 溝で、 13m以 上延びてい

る。斜行溝 S D 7854は 、幅1.3m前 後、深 さ0,3m～ 0.6mの 溝で全長8.4m。 斜行

溝 S D 7855は 、幅 lm前後、深さ約0.6mで、 9m分を検出したが、東西を斜行

溝 S D 7857・ 7858に よって壊されている。斜行溝 S D 7856は 、 S D 7853と 重複

する溝であるが、その前後関係は不明である。深さは約 lmで ある。斜行溝 S

D7857は 、幅 3m以上、深さ0,4m～0,7mで 、 7m以 上延 びている。斜行溝 S

D7857は 、幅 2m以上、深さ0.6m～0.9mの溝で、8.5m以上延びている。

このうち、斜行溝 S D 7855か らは、弥生時代前期中段階の土器がまとまって

出上 し、斜行溝 S D 7854か らも同時期の上器が少量出上 した。斜行溝 S D 7853・

7856・ 7857・ 7858か らは中期前半の上器がごく少量出土 した。 その規模 と配置

か り、 S D 7853と S D 7857と S D 7858、 S D 7856と S D 7857が それぞれ組み合

い方形周溝墓を形成するものと考えられる。

まとめ

I・ I・ Ⅲ区では、藤原宮期の顕者な遺構を確認することができなかった。

しか し、遺構面が安定 した状況で残されていたⅣ区では、ほぼ推定位置で西三

坊大路の西側溝と五条大路の北側溝を検出するとともに、右京五条三坊東南坪

の宅地の東南隅近 くに丼戸が設けられていたことを確認 した。また、 I・ Ⅱ区

では弥生時代の四分遺跡の西辺を画す施設の一部 とみられる南北大溝 と、方形

周溝墓群の存在を明 らかにするという大 きな成果を得た。藤原宮第 5次調査で

は、弥生時代中期後半の方形周溝墓が 1基検出されており (『報告』 Ⅱ)、 四分

遺跡の北か ら北西にかけて墓域が営まれていた可能性が高 くなった。
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B 第71-1次調査

(1993年 5月 ～ 7月 )

この調査は、県道豊浦南八木線の道路建設に伴 う第 3次調査として、橿原市

縄手町 。四分町で行なったものである。調査地 は藤原京右京五条三坊東南坪・

東北坪に位置する。第69-12次調査Ⅳ区で五条大路北側溝・ 西二坊大路西側溝

が検出されているので、今回の調査区の I区 を第69-12次調査Ⅳ区に北接 し、

東南坪の南北中心線を含む位置に、 Ⅱ区を五条々間路の推定位置に設定 した。

I 区

東西12m・ 南北約50mの 調査区である。基本的な層序は第69-12次 と基本的

に同 じである。

藤原宮期の遺構 掘立柱建物2棟、掘立柱塀 1条 がある。掘立柱建物 S B 7981は

桁行4間 (柱 間寸法2.2m)、 梁間 2間 (柱間寸法2.4m)の 南北棟である。柱掘

形 は一辺0.5～ 0。8m前後で、南北にやや長い長方形を呈す。深 さは現状で、 0.4

m前後あった。なかに直径15cm前後の柱痕跡をとどめるものがあった。掘立

柱建物 S B 7982は 、 S B 7981の 位置に大部分重複 して建て替えられた南北棟で、

桁行 4間 (柱 間寸法2.25m)、 梁間 2間 (柱間寸法2.lm)で ある。柱掘形 は0。 6

m前後の方形を呈 し、深さは0.15～ 0.2mで あるが、東側柱の多 くは柱 のあた り

部分 しか痕跡をとどめていない。掘立柱南北塀 S A 7984は 調査区北半部にあり、

5間以上で、柱間寸法は2.lm、 柱掘形 は一辺約0.6m前 後の方形を呈す る。 な

お、井戸 S E 7985は 直径0,4mの 曲物を井戸枠 とする。掘形 は直径 0.6m、 深 さ

は現状で0.8mあ った。底には一辺 5 cmほ どの礫をぎっしり敷 き詰めていた。

この井戸か らは土器が出土 していないので時期は確定 しない。

弥生時代の遺構 中期前半の方形周溝墓が3基、後期初頭の斜行溝が 1条 ある。

3基 の方形周溝墓は基本的に同 じ方向に並び、方眼北 に対 して大 きく西 に振 れ

る。主体部は後世の削平のため失われていた。木棺の高さに掘形の深 さを加え

て、少なくとも0.6mは 削平されたであろう。第69-12次調査Ⅳ区で 3方の溝が

みつかっていた方形周溝墓 S X 7994は 、溝 S D 7989を 検出して南北方向の規模

が確定 した。すなわち、溝心々距離でみると東西12m、 南北20mあ る。溝の堆
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積土は成形段階のものと微砂の大きく2層 からなる。幅は 3～ 4m、 深 さは現

状で lmあ った。方形周溝墓 S X 7995は S X 7994と 溝 S D 7989を 共有する。 3

方の溝は検出できたが西側の溝は調査区外にある。なお S D 7992は 、方形周溝

墓の溝が後期初頭に幅2.8m、 深さ1.65mに 掘 り直された。後期の溝の堆積土 は

灰色粗砂であり、かなり速い流れであったとみられる。 S X 7995の 南北の溝心々

距離は18mで あった。方形周溝墓 S X 7996は S X 7994・ 7995と 離れた位置にあ

る。溝幅 3～ 4m、 深さ約0.5mで 、溝南西隅部で供献土器が 1個 体みつか っ

た。すなわち、 0。 7～ 0.9mの 卵形の掘形に、回縁部を上 にして据えた鉢形土器

Aで ある。外面に煤・ 二次的加熱痕が、

内面 には環状 こげつ き痕 が み られ た

(Fig.24)。 土器 の中に遺物 はなかった。  L

H69200m

Fig.24 鉢形土器A(左)と 出土状況 (右 )

I 区

基本的な層序 は、上か ら順 に暗褐色細砂 (耕作土 )、 淡褐色細砂 (床土 )、 褐

色細砂、細砂質砂、褐色砂、暗褐色粗砂質砂、橙色中砂、青灰色細砂、青灰色

細砂であ った。

藤原宮期の遺構 の検出面 は、暗褐色砂上面である。調査区北端で藤原宮期の

上師器や須恵器を包含 した土坑 S K 8009を 検出 した。東西10m以上、 南北 2m

以上、深 さ0.5mで ある。なお、五条々間路 は検 出で きなか った。 また、 この
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下層は一面に湧水の激 しい河川の堆積砂で、 I区 にあった明黄色粘質土 (地 山)

は、現地表下1.6mに おいても検出できなかった。

まとめ

今回の調査によって、藤原宮期に属する建物を検出した。藤原宮の西に接 し

飛鳥川ではさまれた地域における当時の土地利用の実態を究明す るに際 して、

重要な資料 となろう。また、弥生時代の方形周溝墓を検出した。主体部は既に

削平されていた。今回みつかった方形周溝墓は中期前半 に属す るのに対 して、

本調査区の北東約250mで 行なった第 5次調査でみつかた方形周溝墓 は中期後

半に属する。四分遺跡の弥生集落の北か ら北西にかけては、長期にわたって造

り続けられた方形周溝墓からなる墓域が展開 している可能性が強まった。

71-1次調査検出の弥生時代方形周溝墓供献土器内・ 掘形内・外の微遺体分析

分析は花粉分析の処理法を用い、水酸化カ リウム処理、 フッ化水素酸処理、

アセ トリシス処理を施 して標本を作製 し、生物顕微鏡を用いて行 った。分析の

結果、各試料 とも微遺体は極めて少なかった。土器内からはコナラ属 ヨナラ亜

属 2、 アカザ科―ヒユ科 1、 キク亜科 と、 ヨモギ属 と、シダ植物単条溝胞子10、

同三条溝胞子 11、 小型鞭虫類卵 3。 掘形内からはヨナラ属 ヨナラ亜属 2、 イネ

科 と、アカザ科―ヒユ科 1、 シダ植物単条溝胞子 5、 同三条溝胞子 2、 小型鞭

虫類卵 4。 掘形外ではクマシデ属一アサダと、イネ科 1、 イネ属型 1、 シダ植

物単条溝胞子 5、 同三条溝胞子 2、 鞭虫類卵 4で ある。花粉数は少ないが、コ

ナラ属 コナラ亜属などの広葉樹が相対的に多かったようだ。草本のアカザ科―

ヒユ科や ヨモギ属などのキク科そしてシダ植物は、 日当たりのよい乾燥 した裸

地を好む。試料の堆積時にはやや開けた乾燥 した裸地であった可能性が高い。

花粉遺体が少ないのは、堆積速度が速かったか、土壌生成作用によって分解 し

たなどが考えられる。数量は少ないが、鞭虫類の寄生虫卵が上器内外に同程度

含まれていることは注目される。一般的な汚染範囲内の数量であり、寄生虫卵

により汚染された土壌によって埋没 したことも考えられる。含まれていた花粉

粒数を考慮すると比較的高頻度に含まれており、上位か らの汚染の可能性 もあ

るが、現状では起因が判断できない。 (金原正明・ 金原正子 )
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6 本薬師寺の調査

A 1992-1・ 1993-1次調査

(1993年 2～ 4月 )

本薬師寺の主要伽藍が想定 される藤原京右京八条三坊で は、 Fig.25に 示 す と

お り現在 までに計 5回 の発掘調査が行われている。 この うち第 1次か ら第 4次

までの各調査 は、 いずれ も道路や住宅の建設 に伴 う事前調査であった。寺域西

南隅部 における第 1次調査では条坊の施工 と寺造営工事 との前後関係 に関わる

Fig 25 本薬師寺1992-1・ 1993-1・ 2次調査位置図 (1:2500)
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知見の一端を得たほか、第 4次調査では金堂北面雨落溝を検出し、主要伽藍域

における遺構の残存状況が比較的良好であることを確認 した。 これに対 して昨

年度実施 した第 5次調査は、寺域や伽藍規模の解明を目的とする学術調査を今

後計画的に実施 して行 くうえでの予備的調査であった。小規模な調査区ではあっ

たが、金堂の壇上積基壇外装 と南面中央の階段の痕跡などを検出し、多 くの成

果を得ることができた。今年度は学術調査の 2回 目として、伽藍中軸線を明 ら

かにするべ く中門跡の調査に着手 した。調査は1998年 2月 25日 に開始 し、同年

4月 16日 に終了 した。調査面積は450だ である。

なお上記の学術調査に連続 して、特別史跡指定地南辺を東西に走る農業用水

路の改修工事に伴 う調査を1998年 4月 19日 か ら4月 21日 までの期間に実施 した

(Fig。 25)。 この調査でも、中門参道や先行条坊に関連する遺構を検出したため、

以下に併せて報告する。

1 基本層序

遺跡は現飛鳥川左岸の沖積地に立地する。周辺域の垂直撮影空中写真からは、

中門跡付近を東南か ら西北に延びる飛鳥川の旧河道と思 しき数条の帯状湿潤地

帯を判読することができる。現地表面は厚さ約 15～ 20cmの 水田耕作土で覆われ、

その下に灰褐色土 (厚 さ約 15cm)、 暗黄灰褐色土 (厚 さ約20cm)な どの遺物包

含層が水田基盤土 として順次堆積する。本薬師寺中門の遺構は、 これらの各層

のさらに下層に位置する暗褐色砂質土の上面において、東西方向に走る多 くの

耕作溝 とともに検出 した。検出面の標高は約75.Omで 、現地表面下約50cmに あ

たる。 この暗褐色砂質土層は厚さ 5～ 10cmで 、本薬師寺造営に伴 って造成 され

た整地上である。 この整地土の直下では、藤原京の条坊遺構である西三坊々間

路 S F 2740を はじめとして、本薬師寺の造営に先行するいくつかの遺構を検出

した。

2 遺  構

① 本薬師寺の遺構

中門 S B130

中門と中門基壇に関連する遺構には、調査区西半部で検出した10の 礎石据え
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付け痕跡と礎石抜 き取 り痕跡、および基壇外周をめぐる石組溝、石敷遺構など

がある。基壇の築成上等は削平されて全 く遺存せず、上記の遺構 はすべて先述

の整地上 (暗褐色砂質土)の上面で検出した (Fig。 26・ PL.11)。

基壇外周の石敷遺構 中門の南北両面に二重にめぐる玉石敷 S X 131・ 132・ 133・

134と 、これ らの玉石敷にはさまれて矩形 に折れ曲がる石組溝 S D 135。 186な

どを検出した。石組溝 S D 135・ 1361ま 中門の雨落溝であり、その内側の玉石敷

S X 1310 133は 中門基壇の外周をめぐる犬走 りに相当する。また外側の玉石敷

S X 132・ 134は 、中門周辺の化粧石敷 と中門の南北に延びる参道の舗装石敷で

ある。

S X 131は 、中門南面に直径20～ 25 cmの 玉石を帯状 に敷 き詰めた石敷遺構で

ある。とりわけ北縁が一直線に面を揃えることか ら、 S X 1311よ 中門の基壇外

装を行 った後に外装石材の南に接 して敷かれた可能性が高 く、中門基壇外周を

めぐる犬走 りと考えた。ただ し後述するように、基壇外装の痕跡 はS X 131の

北に接する東西方向の耕作溝によつて完全に失われている。 この耕作溝埋土に

は粉末状の凝灰岩片を含むため、一時期、凝灰岩製の基壇外装が行われていた

可能性 もある。 S X 131は 中門南辺部分でよく残 っているが、東南隅部か ら南

面東回廊 S C 140と の取 り付き部に至る東面部分の遺存が良好でない。 おそ ら

くS C 140の 基壇南端をなす玉石列 S X 148の 西端が、 S X 131の 東南入隅部に

あたるものと考えて大過なかろう。

S X 131の 南には中門の南面雨落溝 S D 135が め ぐる。 S D 135は 底面 に直径

20～ 25cmの 玉石を敷 き、側石 1石 で護岸 した深さ約25cmの石組溝である。南の

側石は残 りがよいが、北の側石を含めた S D 135の 北半部か らS X 131の 南端部

にかけては、中世以降の耕作溝 S D 156に よって失われている。 したがつて、

S X 131と S D 135の 正確な幅は、ともに明 らかでない。遺存 した底石は約0.5%

の西下がりの勾配を持つ。

S X 133は 北面犬走 りの玉石敷である。南端部分は水田耕作溝に削平 されて失

われており、東北隅からS C 140と 取 り付 く入隅部にかけての部分 も玉石の抜取

り痕跡が部分的に遺存するのみで、 S X 133の 正確な幅については不明である。
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S X 133に 接する耕作溝の埋土からも、南面 と同様 に粉末状の凝灰岩片が小量

出土 し、中門基壇外装に凝灰岩を用いた時期があったことを暗に示 している。

S X 133の 北をめぐる北面雨落溝 S D136の遺存状況はきわめて良好である。

北側石列のうち中門のほぼ中央間にあたる延長約 4。2m分 と、調査区西端部の

両側石列 (延長約 1.2m)、 および東北隅部の内側石列 (延長約 3m)が 後代の

撹乱坑 S X 137に よって抜 き取 られている以外はほぼ完全 に遺存す る。北面す

る部分の雨落溝の規模は幅が約60cm、 深さが約25cmで、底面には直径約20～ 25

cmの 玉石を 2～ 3石敷 き詰め、底石 とほぼ同規格の側石を 1石立て並べて護岸

する。 S C 140と 取 り付 く東面部分の雨落溝の幅は、北面か ら東面へ と折れ曲

がる入隅に 1石 だけ遺存 した内側石によって、北面 と同幅の60cmに 復元するこ

とが可能である。東面部分は S C 140の 北面雨落溝 S D 160と の取 り付 き部か ら

北に向かって約2.8%の 勾配で下がり、北面部分 は西に向か って約 0.8%の 下 り

勾配で調査区外に達する

S D 135と S D 136の 底石上面には小礫が薄 く堆積 し、後に雨落溝底 に礫を敷

き足 して化粧 しなお した時期のあることがうかがえる。

上記の犬走 りや雨落溝のさらに外周を取 り巻 くのが、 S X 132、 S X 134な ど

の石敷遺構である。 S X 132は 南面雨落溝 S D 135の 南に広がる玉石敷で、中門

か ら南大門に連絡する参道の一部をなす。 s x 132の 東端 は、南面東回廊 SC
140の 西か ら2列 日の柱筋にほぼ面を揃える。また、調査区南端に設 けた拡張

区では石敷がきらに南に延びる様相を呈する。特別史跡指定地南端の農業用水

路改修に伴 う調査では、削平が著 しく全面にわたって石敷を検出することはで

きなかったが、 S x 132東端の南への延長線上に石列を検出することができた。

したがって、 s x 1321よ 中門とその両わきの南面回廊 1間分づつを含めた約26.5

m(90尺)の 幅で南大門まで延びていた可能性がある。

S X 134は 、中門の北面雨落溝 S D 136を 北か らコの字形に取 り囲む、幅1.2m

(4尺)の玉石敷である。また、 S X 134の うち中門中央間にあたる部分 は中世

以降の撹乱土坑 S K 137に よって大半が失われているが、 S K 137の 東南端付近

に、 S X 134の 北縁をなす玉石列 と直交 して北へ延びる玉石 S X 150が 、 2石 だ
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Fig 26 本薬師寺1992-1・ 1993-1次調査遺構図 (1:200)
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け抜 き取 られずに遺存 している。 この玉石によって、 S X 134の 北には中門 と

中軸線を合わせて幅約4.43m(15尺 )の 参道が、金堂に連続 していたことが推

定できた。 S X 134の 石の敷 き方には顕著な特徴があ り、外縁をなす玉石列以

外に中央部に平行するもうと条の玉石列が認め られる。 これはS X 134の 造営

方法に関 して 2つ の異なった解釈の可能性を示す ものである。ひとつは、石敷

の特徴を単なる工程によって生 じたものと見る解釈である。つまりS X 134の

外側を玉石列で縁取 り、中央にいま一列の玉石列を設けた後に両者の間隙を玉

石敷で順次埋めていくという石敷の工程を想定するわけである。第二の解釈は

石敷の特徴が積極的に造成時期の差を示すものと理解する方向である。 この場

合には、中央の玉石列が当初の石敷の外縁を示 し、外周の石敷は後の改修によっ

て付加されたものとなる。 しか しながら今次調査の結果か らはいずれとも決 し

難い。 この問題の解決は、今後の調査で中門と金堂 とを連絡する参道の石敷に

拡幅などの改修痕跡が検出されるか否かにかかっているといえるだろう。

S X 134の 玉石間隙には随所に小礫を詰め込んで補修 した痕跡が認め られ、

雨落溝の底石上面に礫を敷 き足 して化粧 しなおすのと同時期の仕事 と考えられ

る。 このような玉石敷は南大門から中門を経て金堂へと至る参道 と中門外周部

にのみ存在 し、回廊基壇の周囲にはない。 したがって、伽藍中軸線を強調 して

中門のみ南北両面を石敷によって荘厳する意匠が採 られた ものと考えてよい。

中門と基壇 先述のように S X 131、 133の 南端が耕作溝によって破壊 されてい

るため、犬走 りの正確な幅は不明である。ただ、南面雨落溝 S D 135の 幅を北

面雨落溝 S D 136と 同様に60cm(2尺 )と 仮定すれば、南面犬走 りS X 131の 幅

は1.2m(4尺)に復元できる。北面犬走 りS X 133の 幅 も同 じく1,2m(4尺 )で

あったと仮定すれば、 S X 131の 北端からS X 133の 南端までの距離、すなわち

約8.9m(30尺 )が 中門基壇の復元南北長ということになる。 S X 131、 133の 東面

部分の幅は、中門北面雨落溝の東北隅部か ら南に折れ曲がる東側石列の南北引

き通 し線 と、 S C 140基 壇南端を画する玉石列 S X 148の 西端部との東西距離か

ら雨落溝の幅 (60om)を 差 し引けば、約1.2m(4尺 )に 復元できる。 したがっ

て、中門基壇の復元東西長は、中軸線で折 り返 して約16.3m(55尺 )と なる。
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中門の基壇土 は、 冒頭で述べたよ うに完全 に削平 されて遺存 しない。 また、

地下水位が高 く地盤がそれほど堅牢でないにもかかわ らず、基壇造成 に際 して

掘込地業等 の地盤安定工事を行 った形跡 もない。西北隅部 の 3箇所を除 く計 9

箇所の礎石据え付 け痕跡 と抜 き取 り痕跡 は、 いずれ も寺域造成 に伴 う整地上

(暗褐色砂質土)の 上面で検 出 した。 とりわけ棟通 り中央 間 の東西両側 の礎石

据え付 け 。抜 き取 り痕跡が明瞭で、遺存状況 も良好であ る。 これ らの痕跡か ら

復元 される中門の平面規模 は、桁行 3間 〔総長 13.9m(47尺 )、 柱 間寸法 は中央

間が 5m(17尺 )、 両脇間が4.43m(15尺 )〕 、梁間 2間 〔総長 6.5m(22尺 )、 柱 間寸法

3.25m(11尺 )等間〕である。 この場合、側柱心か ら雨落溝心 までの距離 は平側、

妻側 ともに約 9尺 と等 しくなる。 また、前述の基壇 の復元寸法を もとに試算 し

た側柱心か らの基壇 の出 も、平側、妻側 ともに等 しくて1.2m(4尺 )と な る。

中門の基壇外装 は耕作溝 によって完全 に失われてお り、意匠、構造等 の詳細

は不明である。 ただ し、先述 のように基壇想定位置 に隣接す る耕作溝 の埋土か

ら粉末状の凝灰岩片が出土 してお り、ある時期 に凝灰岩切石を用いた基壇外装

が行われていた可能性がある。 また、雨落溝が基壇外周 を途切れることな く直

線的 にめ ぐるため、少 な くとも基壇 の外側 に張 り出す形式 の階段 は考 え難 い。

基壇 を内側 に欠 き込んで階段を設 けていたとして も、平側基壇の出の復元寸法

は約1.2m(4尺 )と きわめて短 いか ら、石 階の段数 は最大 で も葛石 を含 めて

3段 を越え ることはあ り得ない。

中門の基壇高 の復元 にある程度の根拠 となるのが、調査区西北隅部 の撹乱土

坑 に投棄 されて いた中門所用 と推定 される大 きな礎石 S X 138で ある。 この礎

石 は直径約 1～ 1.2mの 花南岩製で、 ほぼ反転 して本来 の上面 をなす平坦部 が

下 になった状態で検 出 した。柱 の当たる上面 は叩いて平坦 に造 るが、柱座や地

覆座 などの造 り出 しはない。平坦部の大 きさは100cm× 120cmの 不整 円形 で、 石

の厚みは最大約75cmを 測 る。 いま仮 に、 この礎石が最 も遺存 の良好な棟通 り中

央間西側 の礎石抜 き取 り痕跡 に存在 したものと仮定すれば、基壇高 はおよそ60

cm弱 に復元す ることが可能である。 この基壇高 は、先 に述べた平側基壇 の出か

ら導 き出され る石階の段数 とも矛盾 しない。
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南面東回廊 S C 140

中門東方に連続する南面東回廊 S C 140を 3間分検 出 した。単廊で、柱間寸

法は桁行3.7m(12.5尺 )等間、梁間3.7m(12.5尺 )で ある。検出 した計 8箇所の柱

位置のうち、南側柱通の 2箇所には礎石が当初の位置に座 ったままの状態で遺

存する。 これ らの礎石はいずれも上面の平坦な花南岩で、金堂、東塔の礎石の

ように柱座や地覆座などの造 り出しはない。残 る 6箇所の柱位置のうち、 3箇

所では礎石据え付け痕跡 と礎石抜 き取 り痕跡をともに検出 し、それ以外の 3箇

所では礎石抜 き取 り痕跡のみを検出した。また、北側柱通西端の礎石据え付け

痕跡には中央の凹みを取 りまくように 4個の根石が遺存す る。 これ以外 にも、

回廊基壇中央部や調査区東端で検出した後代の上坑か らは、回廊の礎石に用い

られていたものと考えられる直径約 lmの 大きな花南岩 4石 が出土 した (SX

146・ 147・ 149)。 これ らにも造 り出 しなどの人為的な加工痕跡は認められない。

回廊基壇は、 S X 148が示すように玉石 と石を立て並べて基壇外装 としてい

たものと考え られる。その外周に犬走 りの石敷 はなく、基壇外装の玉石列が直

接雨落溝の内側石列をかねる形式である。雨落溝の石材 は大半が中世以降の耕

作溝 S D 141・ 142に よって抜 き取 られているが、回扉が中門に取 り付 く北面入

隅部に底石 と外側石列がわずかに遺存 し、入隅部か ら東 に向かって基壇外装石

の抜 き取 り痕跡である S D 143が 約6.5mに わたって連続する。 これによって、

S C 140の 北面雨落溝の幅は中門雨落溝と同幅の60cm(2尺 )で あったことが

判明 した。また S D 143と S X 148と の南北距離か ら、回廊の基壇幅を7.lm(24

尺 )、 側柱心か らの基壇の出を5,75尺 に復元することがで きる。 S D 143の 埋土

にも微量の粉末状凝灰岩片を含むから、中門基壇 とともに回廊基壇にも凝灰岩

が用いられた時期が想定できる。また、南面の基壇外装石の うち S X 148よ り

東方の部分は S D 141に よって失われているが、 S D 141の 埋土か らは回廊の も

のと思われる壁土の一部が出土 した。壁土には寸渉 (す さ)の ような稟状の植

物繊維 と、表層仕上げと見 られる白土が混 じる。

② 本薬師寺造営に先行する遺構

本薬師寺の造営に先行する遺構には、西三坊々間路 S F 2740と その東西両側
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溝 S D 151・ 152、 土坑 S K154 0 155な どがある。いずれの遺構 も、中門造営時

の整地上である暗褐色砂質上の直下で検出 した。

S K154は調査区西辺で検出した南北約 6m、 東西約 lm、 深 さ約20cmの 不

整形な土坑である。埋土には飛鳥Ⅳを中心とする 7世紀後半の上器片 と炭化物

とを多量に含む。

S K155は 調査区西南隅部で検出した大形の上坑である。西半部 は調査区外

にあって全容は不明だが、直径約 3mの 隅丸方形の平面形が想定される。調査

区西壁の断面上層観察では、掘形の壁面 はほぼ垂直で、深さも確認 した範囲で

80cm以上ある。掘形中央部の直径約 lmの範囲に暗灰色粘質土が堆積するのに

対 し、その外側の埋土が黄褐色砂質土で、あるいは井戸である可能性 もある。

なお、出土遺物は皆無である。 S K 154・ 155な どの上坑は、寺域 の設定 より以

前に右京八条三坊西南坪に存在 した宅地に関連するものとも考えられる。

西三坊々間路 S F 2740は 両側溝心々間距離が約 6m(20尺 )で、中門 とほぼ

中軸線が一致する (PL.12)。 両側溝 S D 1510 152は ともに素掘 りで、堆積土

は上層 と下層に区分できる。上層堆積土 は断面形が幅約 1.5m、 深 さ約 35clllの

す り鉢状を呈 し、下層堆積土は上層堆積土の下に底面の幅約30～ 70cmの 逆台形

状を呈 して堆積 している。おそらく当初は逆台形状の下層溝が掘削 されたが、

大略埋まった後に再びすり鉢状の上層溝が掘削されたのであろう。出土遺物の

大半 は土器で、藤原宮直前期の上師器・ 須恵器が中心 となっている。なお SD

151・ 152は 指定地南辺の農業用水路改修に伴 う調査でも検出し、堆積状況、 出

土遺物の年代 も同様であることを確認 した。

S D153は S F 2740の 東側溝 S D 152の 西肩に重複 して検出 した幅約 70cm、 深

さ約25cmの 素掘溝である。調査区北端において S D 152か ら離れてやや西北方

向に延びていく様相を呈するため、 S D 152と は別の溝であることがわか る。

堆積土か らは、本薬師寺式の軒平瓦 (6647G型 式)が 1点 出上 した。 したが っ

て、 S D 1531よ 寺域の設定に伴 って S F 2740が 廃絶 された後に開肖1さ れ、 中門

の造営工事が開始される直前まで存続 していたことがうかがえる。おそ らく本

薬師寺の草創から中門の建設に至るまでには一定の時間的経過があったものと
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み られ、 この期間にはもとの S F 2740の 側溝 の位置を踏襲 して暫定的 な排水路

S D 153が 開削 された もの と考え られ る。

なお冒頭で も応ゝれたように、1976年 度 に右京八条三坊西南隅部において実施

した第 1次調査では、藤原京 の条坊施工 と本薬師寺 の寺域設定 との前後関係 に

関す る知見を得ている。 それによると、西三 坊大路 S F 102東 側溝 は本薬 師寺

の瓦を含 む南北溝 S D l10を 埋 めて整地 した後 に開削 されてお り、 本薬 師寺 の

寺域が西三坊大路の施工 に先だ って定 め られた可能性の高いことが指摘 されて

いる。 その後、 この調査結果 は本薬師寺 の造営開始時期 を遡 らせる有力な根拠

と して長 らく重視 されて きた。 しか しなが ら、今回の調査で中門下層に西三坊々

間路 を検 出 した ことか ら、少 な くとも本薬師寺 の中心伽藍域では堂塔の造営以

前 に藤原京 の条坊が設定 されていた ことはほぼ確実である。第 1次調査で確認

した S D l10は 、寺域西辺 において どのよ うな機能 を持 つ溝 で あるのか。 そ し

て S D l10の 上を覆 う整地上が広範囲 に及ぶ ものなのか、 あ るいは寺域西南 隅

付近 の ごく狭 い範囲 に限定 され るものなのか。解決すべ き問題 は山積 している

が、今後調査が進むにつれて自ず と明 らか となろう。

3 遺  物

土器 今回出土 した土器 は少量で、整理箱 10箱 程度である。中門・ 回廊 の雨落

溝か ら出土 した土器 は、奈良時代後半か ら平安時代 に属す る土師器 と須恵器 な

どが主体であ り、藤原宮期の上器 はごく少量であった。 これに対 して、本薬師

寺造営 に先行す る遺構か ら出土 した土器 の量 は多 く、先行条坊 S F 2740の 両 側

溝 出土 の ものと土坑 S K 154出 上 の もの とに大別で きる(Figi27)。

S F 2740の 両側溝 S D 151・ 152か らは相対的に遺物 は多 いが、藤原宮 直前期

の飛鳥Ⅳを最新 とす る土器を中心 に、少量 の飛鳥 Ⅱ・ Ⅲの上器、 さ らに弥生土

器畿内第 V様式や庄内式土器などが出土 した。

S K154出土土器 の大半 は飛鳥Ⅳに属 し、 これ に飛鳥 Ⅲや弥生土器第 V様式

が混 じる。

特殊 な ものとして、ヘ ラ記号を施 した土器、漆の付着 した土器や朱 の付着 し

た土器、 さらに円面硯・ 獣脚硯が出土 した。
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Fig 27 本薬師寺1992-1次調査出土土器 (1:4)
1～ 11・ 15。 16:S K154,12～ 14:S D152

瓦 瓦の出土量はきわめて多 く、整理箱200箱以上 におよぶ。瓦 は中門 と南面

東回廊の南北両側に多 く、とりわけ中門の北側では雨落溝の北に沿 って帯状に

堆積 していた。出土 した瓦の種類は、丸瓦、平瓦、軒丸瓦、軒平瓦、道具瓦

(英斗瓦・ 面戸瓦 。隅切 り瓦)な どである。軒瓦と道具瓦の種別 と出土点数 は

別表にまとめた(Fig。 28)。

総計228点 出土 した軒瓦の大半は創建時のものであ り、 そのなかで も、軒丸

瓦は6276Aa、 軒平瓦は6641Hが 8割以上ある。 したがって、本薬師寺中門 と

南面東回廊の創建軒瓦は6276A a-6641Hの 組み合わせとみてよい (PL。 13)。

このほか裳階用の6276E-66471が少量あるが、量的に少ないので金堂の所用

瓦であろう。奈良時代か ら平安時代初めの軒瓦 も少量出土 した (Fig。28-3～

5)。 多 くは平城薬師寺 と同抱である。

今回の調査で、中門と南面回廊の創建軒瓦が判明 したことにより、前回の金

堂の部分調査 とあわせ本薬師寺の主要な創建軒瓦が軒丸瓦6276Aと 軒平瓦 6641
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Hの セ ッ トであることがほぼ確実 になった。金堂出土瓦 と中門・ 南面回廊出土

瓦を比較す ると、軒丸瓦・ 軒平瓦 とも金堂 のほうが疱傷が少 ない。

さて、平城京薬師寺 の主要 な軒瓦 の組 み合 わせ は、軒丸瓦 6276Aと 軒平瓦

6641Gで あることがわか ってお り、本薬師寺 とは軒平瓦の型式が異 な る。 6641

Hと 6641Gを 比較す ると、 Hの ほうが紋様が整 い、 Gは 枝葉 の巻 きが狂 った り

線がか細 い点で後出的である。 Hを モデルに して Gを作絶 した可能性が考え ら

れる。一方、今回の調査で出土 した軒丸瓦6276Aに は抱が強 く磨滅 した ものが

含 まれ る。『薬師寺発掘調査報告』では、「瓦当籠が強 く磨耗 した ものが本薬師

寺の発掘で出土すれば、6276Aは すべて本薬師寺用 として製作 され、その後、

平城薬師寺へ運 ばれ、再利用 されたことが明 らかになる。」 と したが、 本薬 師

寺へ奈良時代 に平城薬師寺か ら瓦が供給 されていることが明 らかになった現在、

この磨滅 した6276Aも この流れに乗 っている可能性があ り、必ず しも本薬師寺

か ら平城薬師寺への瓦の移動 を示 さないであろう。 この疱の強 く磨滅 した6276

Aは抱割れを起 こした6641Gと 胎土・ 焼成が近似す る。

道具瓦では戻斗瓦が多量 に出土 した。すべて切 り戻斗瓦である。通常 の平瓦

が凹面 にナデ調整をお こない側縁 に面取 りを加えるのに対 し、英斗瓦 は凹面 を

調整せず側縁 を面取 りしない。面戸瓦 も切 り面戸瓦である。大半が蟹面戸瓦 と

鰹面戸瓦だが、少量 の上 り面戸瓦がある。

その他 農業用水路改修 に伴 う1993-1次調査では、中門の西南隅方 向 に当た

る現有水路 の掘形埋土か ら、上面 の一部が方形 に整形 された痕跡のある花向岩

製 の礎石が出土 した (Fig.29)。 この礎石

は一辺約 55～ 60cm、 高 さ約 36cmで 、 整形

痕の上面 には柱座 と壁地覆座 とが一体 と

なった方形 の造 り出 しの痕跡がある。 た

だ し、造 り出 しの上面は削平されていて、

元の高 さは不明である。既述の ごと く中

門や回廊の礎石 は造 り出 し等 の加工痕跡

を伴わない花南岩であるか ら、 この礎石 Fig 29 1993-1次調査出土の礎石

―- 95 -―



は少 な くとも中門や回廊所用の ものではあ り得ない。やや小規模であることか

ら裳階の ものである可能性 もあるが、堂塔名 は不明である。

4 まとめ

今回の調査 の結果、本薬師寺中門の遺構 はきわめて遺存状況が良好であるこ

とを確認 した。そ して、門基壇 の外周を石敷の犬走 りや石組雨落溝、そ してさ

らに化粧石敷 などがめ ぐり、仏門 としての偉容をいやが うえにも高 める意匠で

あった ことが明 らか とな った。 このような基壇外周意匠の格式 の高 さを考慮す

れば、重層門であった可能性 も充分 に考え られる。ただ し、 今回 の調査 で は、

中門の梁間柱間寸法が 11尺 等間 と比較的短 いことが判明 したほか、側柱 と雨落

溝 との心々間距離 も平側、妻側 ともに 9尺 と短 く、二重門 と考えるにはやや難

点があるといわざるを得ない。 あるいは二層 目にのみ入母屋の屋根が付 く楼門

であった可能性 も否定で きない。 この問題 はいまひとつの仏門である南大門の

意匠・ 構造 とも深 く関わ ってお り、今後 の調査を待 ってさらに詳細 な検討が必

要 となろう。

最後 に平城薬師寺 との関係 について付言 してお く。薬師寺 の伽藍配置に関 し

ては、平城遷都 に際 して主要伽藍が移築 されたのか否か とい う問題が長 く議論

の対象 となって きた。今回の調査では残念なが らこの問題を解決す る決定的な

資料を得たとはいい難 い。 しか し、あえていえば次 のような点か ら、平城遷都

に伴 う中門の移築 は可能性 として低 いといえる。

①本薬師寺中門と平城薬師寺中門は規模の上で大 きく相違す る(Fig.30・ 31)。 特

に平城薬師寺中門の平側軒の出が10尺以上に復原できるのに対 し、本薬師寺中

門では 9尺 しかない。軒の出の変更は部材等の細部にわたって不都合をきたす。

②奈良時代の瓦が出土 しているため、平城遷都後にも平城薬師寺から瓦の供給

があり、瓦の差 し替え等の維持管理の行われていたことが推定できる。

③本薬師寺の単廊 と平城薬師寺で完成 した複廊 とでは寸法が大きく異なるため、

全面的な新築工事 となった可能性が高い。

以上は中門に関する所見であり、金堂・ 塔などを含めた移築・ 非移築論の決

着は今後の調査の進展に期待 したい。
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一

Fig.30 本薬師寺中門模式図 (単位 :小尺)

Fig.31 平城薬師寺中門模式図 (単位 :小尺)
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B 1998-2次 調査

(1993をF9ゲ])

この調査 は、 ガス・ 水道管埋設 に伴 う立会調査 として、橿原市城殿町で実施

した ものである。調査 は西三坊大路想定位置 と、本薬師寺東西両面回廊想定位

置、および伽藍中軸線上 の 4箇所で行 った (Fig 25)。

西三坊大路想定位置 (A区 )で は、 現在 の路面 か ら約 1.2m掘 削 した ところ

で遺構面 に達 し、素掘 りの南北溝を 2条検出 した。 この うち東 の南北溝 は幅2.2

m、 深 さ0.2m以上 あ り、その埋土 は暗青灰色砂質上である。西の南北溝 は幅0,9

m、 深 さ0.5mで 、埋土 は茶灰黒色砂質土である。 また両溝 の心 々間距離 は8.3

mで ある。1975年度 の右京八条三坊西南隅部 の調査では、西三坊大路両側溝 を

検出 し、心 々間距離が15.2mで あることが判明 している。 したが って、 今回検

出 した 2条 の南北溝の うち、東 の溝が西三坊大路東側溝の北の延長上に位置 し、

西の溝 は西三坊大路 のほぼ中央 に位置す ることになる。

本薬師寺の東西両面回廊想定位置 (B・ D区 )で は、東面回廊想定位置で現

在の路面か ら深 さ約 lmで、西面回廊想定位置で深 さ約 0,7m掘 削 した ところ

で遺構面 に達 したが、本薬師寺 に関わる遺構 は確認で きなか った。

伽藍中軸線上 (C区 )で は、現在 の路面 か ら深 さ約 1lm掘削 した ところで

遺構面 に達 し、南北溝 1条 と近世の土坑 1基 を検 出 した。南北溝 は当初 1992-

1次調査で確認 している西三坊々間路西側溝ではないか と思われたが、実際そ

れよ り西 に約 3mず れる。 また西三坊々間路東側溝 も検出で きなか った。

以上の調査 において、軒平瓦664712点 、面戸瓦 1点、英斗瓦 3点 と多量 の

丸瓦・ 平瓦が出上 した。 なお BoC区 間の立会 の際に、 C

区の西約 10mの 地点 (Fig.25の ★印)か ら、底部 に横材 と

組み合わせ るための仕 口を もつ、直径37cmの 柱根が 1本 出

上 した (Fig.32)。 柱根 の構造 と出土位置が講堂南西隅 の

す ぐ南 にあたることを考慮すれば、断定 はで きないが、憧

竿支柱の可能性 を指摘 しておきたい。今後 の調査 に際 して

は、 この種の遺構、遺物 の存在 をま頭 にお く必要 があ る。
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Fig 32 柱根 (1120)


